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〔
論
　
考
〕

中
華
民
国
期
北
京
市
近
郊
農
村
に
お
け
る
経
済
発
展
と
都
市
化

弁　

納　

才　

一

は
じ
め
に

　

中
華
民
国
期
（
以
下
、
民
国
期
と
略
称
）
中
国
に
お
け
る
農
村
経

済
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
農
業
経
済
の
枠
内
に
限
定
さ
れ
て
論
じ
ら

れ
、
ま
た
、
農
業
経
済
の
発
展
方
向
に
つ
い
て
は
、
主
に
農
業
生
産

力
や
農
民
層
分
解
の
動
向
と
の
関
係
か
ら
議
論
さ
れ
、
分
析
の
枠
組

み
が
農
業
経
済
に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降

は
議
論
が
全
く
停
滞
し
て
し
ま
っ
た）（
（

。

　

そ
こ
で
、
筆
者
は
、
民
国
期
中
国
農
村
経
済
の
発
展
に
つ
い
て
考

察
す
る
に
は
、
分
析
の
枠
組
み
を
農
業
経
済
か
ら
農
業
・
商
業
・
手

工
業
な
ど
の
様
々
な
産
業
を
含
む
農
村
経
済
へ
拡
大
す
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
、
す
で
に
中
国
農
村
経
済
発
展
史
モ
デ
ル
を
措
定
し
た
上

で
、
経
済
発
展
段
階
の
異
な
る
複
数
の
農
村
を
時
系
列
上
に
置
換
し

直
し
て
同
時
並
行
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
し
て
、
農

村
経
済
の
発
展
に
お
け
る
最
終
段
階
は
脱
農
化
・
都
市
化
が
進
行
し

た
結
果
と
し
て
の
農
村
・
農
業
・
農
民
の
消
滅
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
最
終
段
階
へ
向
か
っ
て
商
品
経
済
の
展
開
を
伴
っ
て
零
細
農
化
・

過
小
農
化
が
進
行
す
る
と
い
う
見
通
し
を
持
つ
に
至
っ
た）（
（

。
し
か
も
、

以
上
の
点
を
華
北
農
村
に
お
い
て
再
検
討
す
る
た
め
に
利
用
し
う
る

文
献
資
料
が
数
多
く
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず）（
（

、
従
来
の
研
究
に
お
い

て
は
必
ず
し
も
網
羅
的
な
い
し
十
分
に
利
用
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え

な
い
。
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よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
二
〇
一
四
年
現
在
、
主
に
北
京
市
区
に

な
っ
て
い
る
北
京
市
近
郊
農
村
を
華
北
農
村
経
済
発
展
の
最
終
段
階

に
最
も
近
い
事
例
と
見
な
し
、
脱
農
化
・
都
市
化
す
る
農
村
の
経
済

動
向
を
分
析
し
た
い
。
本
稿
で
分
析
す
る
四
ヶ
村
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
な
く
、
し
か
も
、
前
高
米

店
村
と
水
屯
村
に
関
す
る
調
査
報
告
書
は
日
本
に
お
い
て
所
蔵
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
、
筆
者
が
北
京
で
収
集
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
北
京
市
近
郊
農
村
と
同
様
に
都
市
化
が
進
行
し
つ

つ
あ
っ
た
河
北
省
石
家
荘
（
旧
石
門
）
市
近
郊
農
村
だ
っ
た
柳
辛
荘

で
は
「
若
し
五
人
家
族
の
場
合
な
ら
ば
、
一
〇
畝
位
所
有
す
れ
ば
ど

う
や
ら
暮
し
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
」）
（
（

こ
と
か

ら
、
経
営
面
積
が
一
〇
畝
以
下
の
農
家
を
零
細
農
と
措
定
し
て
分
析

を
進
め
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
主
に
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
、
文
献
資
料

か
ら
の
引
用
部
分
も
含
め
て
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

一　

脱
農
化
・
零
細
農
化
の
進
行

　

以
下
で
は
、
脱
農
化
率
（
総
戸
数
の
う
ち
非
農
家
の
占
め
る
割
合
）

が
低
い
順
に
脱
農
化
・
零
細
農
化
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
見
て
い
き

た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
農
村
経
済
の
発
展
が
い
か
な
る
現
象
と
し

て
表
出
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
1
）　
昌
平
県
水
屯
村

　

河
北
省
昌
平
県
（
現
在
、
北
京
市
昌
平
区
）
第
一
区
馬
池
口
郷
水

屯
村
は
、
同
「
県
城
南
門
外
、
西
南
一
支
里
に
あ
る
九
一
戸
の
密
居

村
で
」、「
戸
数
は
民
国
初
年
と
較
べ
て
大
差
が
な
」
く
、「
村
と
し

て
の
結
合
の
基
礎
は
地
縁
的
関
係
に
あ
」
り
、「
同
族
結
合
の
現
れ

と
考
へ
ら
れ
る
祖
先
の
共
同
祭
祀
、
族
田
、
等
も
何
等
残
つ
て
ゐ
な

い
」
し）（
（

、
同
「
県
城
南
門
内
に
は
隔
日
毎
に
集
市
が
開
か
れ
」、
こ

れ
が
同
「
村
民
の
社
会
的
な
経
済
的
な
拠
り
所
で
あ
」
り
、
同
村
は

「
経
済
的
に
完
全
に
県
城
と
結
び
つ
い
て
ゐ
」
た
と
さ
れ
て
い
る）（
（

。

　

な
お
、
同
書
の
「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
、
同
村
は
「
広
く
一
般
食
糧

問
題
の
立
場
か
ら
」「
華
北
の
旧
来
の
水
稲
栽
培
地
帯
の
一
農
村
に

就
て
調
査
」
さ
れ
た
と
い
う）（
（

。
ま
た
、
同
書
の
「
は
し
が
き
」
に
よ

れ
ば
、
本
調
査
は
一
九
四
二
年
六
月
下
旬
の
約
一
週
間
行
わ
れ
、
そ

の
後
、
一
九
四
四
年
九
月
上
旬
に
再
調
査
が
行
わ
れ
た
と
い
う）（
（

。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
同
村
で
は
耕
地
無
所
有
戸
が
三
〇
戸

（
三
三
・
〇
％
）
に
も
達
し
て
お
り
、
一
方
、
耕
地
所
有
戸
六
一
戸
の

う
ち
、
所
有
面
積
二
〇
畝
以
下
層
が
五
三
戸
（
八
六
・
八
％
）
に
も

達
し
て
お
り
、
一
戸
当
た
り
の
所
有
面
積
は
八
・
一
畝
に
す
ぎ
な
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か
っ
た
。
し
か
も
、
農
家
八
七
戸
の
約
八
〇
％
ま
で
が
「
所
有
耕
地

の
み
に
依
つ
て
農
家
経
済
を
立
て
る
こ
と
」
は
「
困
難
」
だ
っ
た
と

さ
れ
て
い
る）（
（

。
ち
な
み
に
、
九
一
戸
の
う
ち
農
家
八
七
戸
の
平
均
経

営
面
積
は
一
八
・
九
畝
で）（1
（

、
一
戸
当
た
り
の
農
家
が
「
華
北
農
村
に

於
い
て
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
耕
地
面
積
」
と
さ
れ

て
い
た
二
〇
畝）（（
（

を
も
や
や
下
回
っ
て
い
た
。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
同
村
で
は
、
非
農
家
は
四
戸

（
四
・
三
％
）
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
農
家
の
う
ち
、
経
営
面

積
五
畝
以
下
層
は
一
五
戸
（
一
七
・
二
％
）
に
す
ぎ
な
か
っ

た
が
、
経
営
面
積
一
〇
畝
以
下
層
で
は
三
一
戸
（
三
五
・

六
％
）
お
り
、
経
営
面
積
二
〇
畝
以
下
層
は
五
八
戸
（
六

六
・
六
％
）
に
達
し
、
さ
ら
に
、
小
作
地
率
は
、
経
営
面
積

四
〇
・
一
畝
以
上
層
で
も
四
二
・
六
％
に
及
び
、
一
方
、
経

営
面
積
四
〇
畝
以
下
層
で
は
六
〇
％
を
超
え
て
お
り
、
そ
の

中
で
も
経
営
面
積
五
畝
以
下
層
が
六
七
・
一
％
と
最
も
高

か
っ
た
。

　

表
（
─
（
と
表
（
─
（
を
合
わ
せ
て
見
て
み
る
と
、
同
村

で
は
、
農
家
戸
数
（
八
七
戸
）
が
土
地
所
有
戸
数
（
六
一
戸
）

を
上
回
っ
て
お
り
、
経
営
面
積
別
戸
数
が
所
有
面
積
別
戸
数

を
下
回
っ
て
い
る
の
は
五
畝
以
下
層
の
み
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
水
屯
村
で
は
、
脱
農
化
が
ほ
と
ん
ど

進
行
せ
ず
、
零
細
農
化
の
進
行
は
緩
慢
だ
っ
た
も
の
の
、
零

細
小
作
農
化
が
進
行
し
て
い
る
と
同
時
に
、
単
純
再
生
産
が

所有面積 戸数（％） 所有戸中の割合（％）

（1畝以上  （（ （.（）  （.（
（1.（～（1畝  （（ （.1）  （.（
（1.（～（1畝  （（ （.（）  （.（
（1.（～（1畝 （（（（（.（） （（.（
 （.（～（1畝 （（（（（.（） （（.（
 1.（～ （畝 （（（（（.（） （（.（
 1畝 （1（（（.1） ─

典拠：『河北省昌平県水屯村調査報告』（（頁より作成。

表 1 - 2　昌平県水屯村における農家（（戸の経営規模別グループの分類

経営規模 戸数（％） 平均経営面積 小作地割合 水田割合

第 （群 （1.（畝以上  （（ （.（） （（.（畝 （（.（％ （（％
第 （群 （1.（～（1畝  （（ （.（） （（.1畝 （（.（％ （1％
第 （群 （1.（～（1畝 （（（（（.（） （（.（畝 （（.1％ （（％
第 （群 （1.（～（1畝 （（（（（.（） （（.（畝 （（.1％ （（％
第 （群  （.（～（1畝 （（（（（.（）  （.（畝 （1.（％ （（％
第 （群  （畝以下 （（（（（.（）  （.（畝 （（.（％ （（％
第 （群 経営地無し  （（ （.（） ─ ─ ─

典拠：『河北省昌平県水屯村調査報告』（頁・（（頁・（（頁・（（頁・（（頁より作成。

表 1 - 1　昌平県水屯村（（戸における所有面積別戸数
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不
可
能
な
階
層
を
除
く
、
多
く
の
農
家
が
拡
大
再
生
産
を
め
ざ
し
て

小
作
地
を
借
り
入
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
2
）　
大
興
県
前
高
米
店
村

　

一
九
四
三
年
五
月
に
調
査
が
行
わ
れ
た
河
北
省
大
興
県
（
現
在
、

北
京
市
大
興
区
）
で
は
、
食
糧
価
格
の
高
騰
、
棉
花
収
買
価
格
の
低

廉
、
播
種
用
棉
実
の
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
、「
棉
農
自
家
消
費
食
糧

（
雑
穀
、
甘
藷
類
）
確
保
の
た
め
に
、
申
告
以
外
の
土
地
に
食
糧
作
物

の
作
付
が
当
然
行
は
れ
」、
棉
花
の
作
付
が
「
播
種
計
画
目
標
面
積

（
一
二
万
畝
）」
よ
り
五
〇
％
減
少
し
た
と
い
う）（（
（

。

　

大
興
県
前
高
米
店
村
は
、
総
戸
数
が
二
三
九
戸
で
、
同
県
政
府
所

在
地
の
「
南
苑
鎮
よ
り
西
南
一
二
支
里
」
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
ま

た
、
同
村
の
「
南
八
支
里
」
に
あ
る
黄
村
鎮
の
管
轄
下
に
あ
り
、
同

村
の
「
北
二
支
里
」
に
は
西
紅
門
が
あ
っ
た）（（
（

。

　

同
村
民
の
全
所
有
耕
地
面
積
は
四
、
九
五
三
・
五
三
五
畝
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
旱
地
が
四
、
二
二
二
・
〇
二
畝
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
灌

地
は
七
三
一
・
五
一
五
畝
（
一
四
・
七
％
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
一
戸
当
た
り
の
所
有
耕
地
面
積
は
二
〇
・
七
畝
（
そ
の
う
ち

灌
地
は
三
畝
）
だ
っ
た
が
、
農
地
を
全
く
所
有
し
な
い
五
一
戸
（
約

二
一
％
）
を
除
く
と
二
六
・
三
畝
だ
っ
た）（（
（

。
他
方
、
同
村
民
の
全
経

営
耕
地
面
積
は
五
、
三
三
〇
・
五
三
五
畝
で
（
村
外
地
主
が
三
七
七

畝
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
）、
農
家
一
九
七
戸
の
一
戸
当
た
り

の
経
営
面
積
は
二
七
・
一
畝
だ
っ
た）（（
（

。
こ
れ
は
、
農
家
一
戸
当
た
り

が
「
華
北
農
村
に
於
い
て
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
耕

地
面
積
」
と
さ
れ
る
二
〇
畝）（（
（

を
超
え
て
お
り
、
同
村
の
農
家
一
九
七

戸
の
う
ち
経
営
面
積
が
二
〇
畝
以
上
の
農
家
は
約
四
一
・
一
％
に
あ

た
る
八
一
戸
だ
っ
た
。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
同
村
で
は
、
全
二
三
九
戸
の
う
ち
、

所
有
面
積
二
〇
畝
未
満
層
が
一
二
〇
戸
（
五
〇
・
二
％
）
に
達
す
る

が
、
自
作
地
率
が
八
五
・
五
％
に
達
し
、
逆
に
、
零
細
土
地
所
有
戸

ほ
ど
自
作
地
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
、
小
作
地
率
が
か
な
り
低
い

こ
と
か
ら
、
華
北
農
村
の
平
均
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
と
言
え
る
。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
同
村
で
は
、
全
二
三
九
戸
の
う
ち
非

農
家
は
農
地
無
所
有
の
五
一
戸
よ
り
も
九
戸
少
な
い
四
二
戸
（
一

七
・
五
％
）
お
り
、
一
方
、
一
九
七
戸
の
農
家
の
う
ち
経
営
面
積
が

二
〇
畝
未
満
の
農
家
は
一
一
六
戸
（
五
八
・
八
％
）
お
り
、
ま
た
、

自
作
地
率
が
七
九
・
五
％
に
達
し
、
自
作
地
率
が
最
も
高
い
農
家
群

が
経
営
面
積
一
〇
〇
畝
以
上
層
（
九
一
・
七
％
）
で
、
こ
れ
に
経
営

面
積
五
〇
～
九
九
畝
層
（
八
一
・
七
％
）
と
経
営
面
積
一
〇
畝
未
満

層
（
八
〇
・
三
％
）
が
つ
ぎ
、
逆
に
、
自
作
地
率
が
最
も
低
い
農
家
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群
が
経
営
面
積
四
〇
～
四
九
畝
層
で
、
こ

れ
に
経
営
面
積
二
〇
～
二
九
畝
層
と
経
営

面
積
三
〇
～
三
九
畝
層
が
つ
い
で
い
た
こ

と
か
ら
、
零
細
自
作
農
化
の
進
行
と
経
営

面
積
二
〇
～
四
九
畝
層
に
お
け
る
小
作
地

借
り
入
れ
に
よ
る
拡
大
再
生
産
の
志
向
性

の
高
さ
が
見
て
取
れ
る
。

　

表
（
─
（
と
表
（
─
（
を
合
わ
せ
て
見

て
み
る
と
、
同
村
で
は
、
農
家
戸
数
が
土

地
所
有
戸
数
を
や
や
上
回
っ
て
お
り
、
経

営
面
積
別
戸
数
が
所
有
面
積
別
戸
数
を
上

回
っ
て
い
る
の
は
一
〇
～
三
九
畝
層
と
五

〇
～
九
九
畝
層
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
純

再
生
産
が
不
可
能
な
階
層
を
除
く
、
多
く

の
農
家
が
拡
大
再
生
産
を
め
ざ
し
て
小
作

地
を
借
り
入
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
前
高
米
店
村
で
は

前
述
の
水
屯
村
よ
り
も
脱
農
化
が
進
行
し

て
い
た
が
、
零
細
農
化
の
進
行
は
む
し
ろ

緩
慢
だ
っ
た
。
ま
た
、
水
屯
村
で
は
零
細

表 2 - 1　大興県前高米店村における所有面積別戸数の内訳
（単位：畝）

所有面積 戸数（％） 自作地（％） 出租地（％） 出典地（％）

（11畝以上 （1（ （.（） （,（（（.（（ （（（.（） （（（　（（（.（） （（　（（.（）
（1～（（畝 （（（ （.（） （（（.（（ （（（　） （（（.（（（（　） （1.（（（.1）
（1～（（畝  （（ （.（） （1（.（（ （（（.（）  （（　（（（.（）  （　（（.（）
（1～（（畝 （1（ （.（） （1（　　（（（.（）  （（　（ （.（） （（　（（.（）
（1～（（畝 （（（（1.（） （（（.（　（（（.（） ─ （（.（（（.（）
（1～（（畝 （（（（（.（） （（（.（　（（（.（）  （（　（ （.（） （（.（（（.（）
（1畝未満 （（（（（.（） （（（.（（（（（（.（） ─ （1　（（.（）
無所有 （（（（（.（） ─ ─ ─

合計 （（（ （,（（（.（（（（（（.（） （（1.（（（（.（） （（（.（（（.（）

典拠：『河北省大興県前高米店村調査報告』（（頁第 （表・（（頁第 （表より
作成。なお、出租地は小作地、出典地は抵当権を設定した土地のこ
とである。

表 2 - 2　大興県前高米店村における経営面積別戸数の内訳

経営面積 戸数（％） 平均家族数 自作地（％） 入租地（％） 入典地（％）

Ａ群 （11畝以上  （（ （.（） （1.（ （,（（（.（（ 畝（（（.（） （1　畝（ （.（） （（　畝（（.（）
Ｂ群 （1～（（畝 （（（ （.（）  （.（ （,（（（.（（ 畝（（（.（） （1（.（畝（（（.（） ─
Ｃ群 （1～（（畝  （（ （.（）  （.（ （（　　畝（（1.（） （（　畝（（（.（） （　畝（（.（）
Ｄ群 （1～（（畝 （（（ （.1）  （.（ （1（　　畝（（（.（） （（　畝（（（.（） （（.（畝（（.（）
Ｅ群 （1～（（畝 （（（（（.（）  （.（ （（（.1（ 畝（（（.（） （（（.（畝（（（.（） （（.（畝（（.（）
Ｆ群 （1～（（畝 （（（（（.（）  （.（ （（（.（　畝（（（.（） （（（.（畝（（1.（） （（　畝（（.（）
Ｇ群 （1畝未満 （（（（（.（）  （.（ （（（.（（（畝（（1.（） （1.（畝（（1.（） （（　畝（（.（）
Ｈ群 経営地無し （（（（（.（）  （.（ ─ ─ ─

合計 （（（ （,（（（.（（（畝（（（.（） （（（　畝（（（.1） （（（　畝（（.（）

典拠：『河北省大興県前高米店村調査報告』（（～（（頁・（（頁第 （表・（（頁第（1表より作成。なお、入租
地は借入れ地、入典地は抵当権が設定された土地のことである。
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小
作
農
化
が
進
行
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
前
高
米
店
村
で
は
零
細

自
作
農
化
と
零
細
小
作
農
化
が
並
行
し
て
進
行
し
て
い
た
。

（
3
）　
通
県
小
街
村

　

河
北
省
通
県
（
現
在
、
北
京
市
通
州
区
）
は
、
河
北
省
武
清
県
（
現

在
、
天
津
市
武
清
区
）・
順
義
県
（
現
在
、
北
京
市
順
義
区
）・
大
興
県

（
現
在
、
北
京
市
大
興
区
）・
三
河
県
（
現
在
、
河
北
省
廊
坊
市
三
河

市
）・
香
河
県
・
安
次
県
な
ど
に
隣
接
し
、
一
九
三
〇
年
代
中
頃
に

は
、
総
戸
数
が
五
四
、
九
一
三
戸
で
、
一
戸
当
た
り
の
耕
地
面
積
が

二
〇
・
九
畝
だ
っ
た）（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
通
県
の
一
戸
当
た
り
の
耕
地

面
積
は
華
北
農
村
に
お
い
て
単
純
再
生
産
が
可
能
で
あ
る
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
る
二
〇
畝）（（
（

を
や
や
超
え
て
お
り
、
必
ず
し
も
極
端
な
零

細
農
化
が
進
行
し
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
現
在
に
至

る
ま
で
急
速
に
脱
農
化
・
都
市
化
が
進
行
し
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

一
九
三
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
小
街
村
は

「
通
州
城
の
東
南
六
支
里
の
地
点
」）
（（
（

に
位
置
し
、
総
戸
数
が
一
六
四

戸
で
、
一
戸
当
た
り
五
・
九
九
人
お
り
、
通
県
平
均
の
一
戸
当
た
り

五
・
六
人
よ
り
も
や
や
多
く）（1
（

、
全
耕
地
約
二
、
六
〇
〇
畝
の
う
ち
の

三
割
強
に
あ
た
る
約
八
〇
〇
畝
が
「
不
在
地
主
（
主
と
し
て
通
州
城

内
の
商
戸
）
の
所
有
」
地
で
あ
り
、
地
主
・
農
業
労
働
者
を
含
む
農

業
関
係
者
一
四
五
戸
の
一
戸
当
た
り
の
所
有
面
積
は
一
二
・
六
畝
で
、

「
通
州
県
城
二
〇
支
里
圏
内
」
に
あ
る
棉
作
地
農
村
一
三
ヶ
村
に
お

け
る
一
戸
当
た
り
の
所
有
面
積
一
二
・
二
畝
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
こ

と
か
ら）（（
（

、
同
村
が
通
県
の
棉
作
地
農
村
と
し
て
は
ほ
ぼ
平
均
的
な
位

置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
土
地
所
有
者
一
〇
二

戸
の
う
ち
七
五
戸
（
七
三
・
五
％
）
が
一
五
畝
以
下
の
零
細
土
地
所

有
者
で
、
ま
た
、
一
戸
当
た
り
の
経
営
面
積
は
一
八
・
五
畝
で
、
自

作
地
と
小
作
地
の
割
合
は
五
九
％
と
四
一
％
だ
っ
た
こ
と
か
ら）（（
（

、
小

作
地
率
は
華
北
農
村
と
し
て
は
か
な
り
高
く
、
多
く
の
零
細
土
地
所

有
者
が
小
作
地
を
借
入
れ
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
て
い
た
こ
と
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
詳
細
は
後
述
）。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
農
家
戸
数
（
一
三
一
戸
、
七
九
・

八
％
）
が
土
地
所
有
戸
数
（
一
〇
二
戸
、
六
二
・
一
％
）
を
上
回
っ
て

お
り
、
経
営
面
積
別
戸
数
が
所
有
面
積
別
戸
数
を
上
回
っ
て
い
る
の

は
一
〇
～
一
〇
〇
畝
層
で
、
経
営
面
積
で
は
一
〇
～
一
〇
〇
畝
層
に

収
斂
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
農
家
の
う
ち
、
戸
数
の
割
合
は
、

五
畝
以
下
層
が
二
四
・
四
％
、
一
〇
畝
以
下
層
が
四
四
・
二
％
、
一

五
畝
以
下
層
が
六
一
・
八
％
、
二
〇
畝
以
上
層
が
八
〇
・
一
％
で
、

零
細
農
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
同
村
で
は
土
地
所



69

表 3 - 1　通県小街村における所有面積別及び経営
面積別の農家戸数

所有面積 経営面積
（11畝以上  （（ （.（）  （（ （.（）
 （1畝以上  （（ （.（） （（（ （.（）
 （1畝以上 （1（ （.1） （（（ （.（）
 （1畝以上  （（ （.（） （（（ （.（）
 （（畝以上  （（ （.（）  （（ （.（）
 （1畝以上 （（（ （.（） （（（（（.1）
　（畝以上 （（（（（.（） （（（（（.（）
　（畝以下 （（（（（.（） （（（（（.（）
　1畝　　 （（（（（.（） （（（（1.（）

典拠：『北支那に於ける棉作地農村事情（河北省通県小街
村）』（（頁・（（～（（頁より作成。ただし、カッコ内は
割合（％）を表しているが、所有・経営面積が （畝の
家がどちらに分類されているのかは不明である。

表 3 - 2　通県小街村における非農家（（戸の状況（単位：畝、人、元）

調査
番号

所有
面積

宅地
面積 就業状況 農業労

働力数
家族数 収入

男 女 計 在外 農業労働 兼業 農外
（（ （（ （.1 地主・商業 1 （ （ （ （ （11
（（ （ 1 地主・賃労働 1 （ （ （ （
（（ （ 1.（ 地主・商業 1 （ （ （ （
（1（ （ 1.（ 地主・商業 1 （ （ （ 1
（（ 1 1 商業 1 （ （ （ 1 （1
（（ 1 1 商業 1 （ （ （ （ （1
（（ 1 1.（ 商業 （ （ 1 （ 1 （1
（（ 1 1.（ 商業 （ （ （ （ （ （1
（（ 1 1.（ 商業 1 （ （ （ （ （11
（1 1 1 商業 1.（ （ （ （ （ （1
（（ 1 1.（ 商業 1 （ （ （ （ （1
（1（ 1 （.1 商業 1 （ （ （ 1 （11
（（（ 1 1.（ 商業 1 （ （ （ 1 （11
（（（ 1 1 商業 1 （ （ （ 1 （1
（（（ 1 1.（ 商業 1 （ （ （ （ （1
（（（ 1 1 商業 1 （ （ （ （ （1
（（ 1 （.1 農業外労働 （.（ （ （ （ 1 （1
（（ 1 1.（ 農業外労働 1 （ （ （ （ （1
（（（ 1 1 農業外労働 1 （ （ （ （ （1
（（ 1 1 賃金労働 1 （ （ （ （ （1
（（ 1 1 賃金労働 1 （ （ （ （ （1
（1（ 1 1.（ 賃金労働 1 （ （ （ （ （（1
（（（ 1 1 賃金労働 1 （ （ （ （ （1
（（ 1 1 農業労働・賃労働 1 （ （ （ （ （（1
（（ 1 1 農業労働・商業 1 （ （ （ （ （11
（（ 1 1.（ 農業労働 1 （ （ （ （.（ （1
（（ 1 1 農業労働 1 1 （ （ 1 （1
（（ 1 1 農業労働 1 （ （ （ 1 （1
（（ 1 1 農業労働 1 （ （ （ （ （1 （1
（（ 1 1.（ 農業労働 1 （ （ （ （ （1
（（ 1 1 農業労働 1 （ （ （ （ （1
（（ 1 1.（ 農業労働 1 （ （ （ 1 （1
（（1 1 1.（ 農業労働 1 （ （ （ （ （1
典拠：『北支那に於ける棉作地農村事情（河北省通県小街村）』（（～（（頁・（（～（（頁・（（頁・（（1

～（（（頁より作成。
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有
・
経
営
の
零
細
化
が
と
も
に
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
非
農
家
三
三
戸
の
う
ち
、
一
六
戸

（
地
主
を
兼
ね
る
三
戸
を
含
む
）
が
商
業
に
従
事
し
て
お
り
、
こ
れ
に

つ
ぐ
農
業
労
働
者
（
雇
農
）
一
〇
戸
（
三
〇
・
三
％
）
の
う
ち
二
戸

が
賃
金
労
働
と
商
業
を
兼
業
し
、
さ
ら
に
、
農
業
外
労
働
と
賃
金
労

働
に
従
事
す
る
三
戸
と
六
戸
（
地
主
な
い
し
農
業
労
働
者
を
兼
ね
る
二

戸
を
含
む
）
の
計
九
戸
が
つ
い
で
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
一
〇
戸
の

雇
農
は
、
同
村
の
「
最
も
下
級
で
あ
り
貧
窮
な
層
に
属
し
」、「
多
く

は
収
入
に
安
定
な
長
工
と
し
て
雇
傭
さ
れ
」）
（（
（

、
家
族
の
平
均
人
数
が

五
・
九
人
で
、
通
県
の
平
均
の
五
・
六
人
よ
り
や
や
多
か
っ
た）（（
（

。
ま

た
、
非
農
家
三
三
戸
の
う
ち
、
家
族
の
人
数
が
六
人
以
上
だ
っ
た
の

は
七
戸
に
す
ぎ
ず
、
二
三
戸
に
在
外
居
住
者
（
大
部
分
は
出
稼
者
）

が
い
た
（
一
戸
当
た
り
約
一
・
二
人
）。
さ
ら
に
、
同
村
内
に
居
住
す

る
四
戸
の
地
主
の
所
有
地
は
相
対
的
に
狭
小
で
、
宅
地
面
積
も
特
に

広
大
と
は
言
え
ず
、
全
て
が
兼
業
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
小
地

主
だ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
村
で
は
非
農
家
中
の
雇
農

の
割
合
が
少
な
く
、
商
業
従
事
戸
数
の
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
脱

農
化
が
か
な
り
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
経
営
面
積
五
〇
・
一
畝
以
上
層
一
三

戸
の
う
ち
、
自
作
農
が
四
戸
（
地
主
を
兼
ね
る
二
戸
を
含
む
）、
自
小

作
農
と
小
自
作
農
が
計
九
戸
（
六
九
・
二
％
）
で
、
小
作
地
率
は
二

四
％
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
農
家
が
小
作
地
を
借
入
れ
て
経
営

規
模
を
拡
大
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
同
村
内
に
居
住
し
て

自
作
農
を
兼
ね
る
二
戸
の
地
主
の
小
作
地
は
一
五
畝
（
所
有
地
の

五
・
六
％
、
同
村
内
最
大
の
土
地
所
有
者
）
と
一
〇
畝
（
所
有
地
の
一

二
・
一
％
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
経
営
面
積
二
〇
・
一
～
五
〇
畝
層
二

六
戸
の
う
ち
、
自
作
農
が
七
戸
（
地
主
を
兼
ね
る
二
戸
を
含
む
）
で
、

小
作
農
が
三
戸
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
自
小
作
農
と
小
自
作
農

は
計
二
〇
戸
（
七
六
・
九
％
）
お
り
、
し
か
も
、
小
作
地
率
が
四

九
・
七
％
に
も
達
す
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
小
土
地
所
有
者
が
小
作

地
を
借
入
れ
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
二
戸

の
地
主
が
小
作
地
と
し
て
貸
出
し
た
の
は
六
畝
（
所
有
地
の
一
五
・

三
％
）
と
一
六
二
畝
（
所
有
地
の
八
五
・
二
％
）
で
あ
り
、
前
者
が
基

本
的
に
は
自
作
農
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
同
村
内
で
最
大
の

地
主
だ
っ
た
。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
経
営
面
積
一
〇
・
一
～
二
〇
畝
層
二

五
戸
の
う
ち
、
自
作
農
が
四
戸
（
一
六
％
）、
小
作
農
が
六
戸
（
二

四
％
）、
自
小
作
農
と
小
自
作
農
が
計
一
五
戸
（
六
〇
％
）
お
り
、
ま

た
、
小
作
地
率
が
六
五
・
八
％
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
零
細
土



71

表 3 - 3　通県小街村における経営面積（1. （ 畝以上層（（戸の状況（単位：畝、人、元）

調査
番号

経営面積
（所有面積）

家族数
（在外
居住者）

常傭人
家畜数 作付面積

兼業
収入牛 馬 騾

馬
驢
馬 豚 犬 鶏 棉花 玉蜀黍 豆類 高粱 粟 小麦 胡麻 甘藷 蔬菜

（ （（（　（ （（（ ） （（（（） （ （ （ （ （ （ （1 （1 （11 （1 （1 （（ （1 （（ （（1
（（（ （（（　（ （（（ ） （（（） （.（ （ （ （ （（  （（ （（  （ （ （1 （ （ （1
（（（ （（　（ （（ ） （ 　 （ （ （ （ （ （（  （（.（  （.（  （.（ （（ （1 （ （ （
（（（ （（　（ （（ ） （（（（） （ （ （ （ （（  （1.（  （.（  （.（ （ （（ （ （1 （1
（（（ （（　（ （（ ） （（ 　 （ （ （ （ （（ 　（.（  （.（  （.（ （ （ （ （
（ （（　（ （（ ） （ 　 （ （ （ （ （ （（  （（  （  （ （ （1 （
（（ （（　（ （（ ） （（（（） （ （ （ （ （ （  （（.（  （.（  （.（ （ （ （ （ （ （1
（（（ （（　（ （（ ） （（（（） （ （（  （（  （ （1 （1
（（ （（　（ （（ ） （ 　 （ （ （ （ （（  （（.（  （.（ （ （1 （
（（ （（.（（（1.（） （ 　 （ （ （ （ （  （（.（  （.（  （.（ （ （ （ （ （（1
（（ （（　（ （（ ） （1 　   （ （ （ （ （（ 　（.（  （.（  （ （ （ （ （ （
（（（ （（　（ （（ ） （（（） （ （ （ （ （ （1  （（.（  （.（  （ （ （ （ （ （1
（（（ （（　（ （（ ） （1（（） （ （ （（ 　（  （.（  （.（ （ （ （

典拠：表 （ - （ に同じ。

表 3 - 4　通県小街村における経営面積（1. （ ～（1畝層（（戸の状況（単位：畝、人、元）

調査
番号

経営面積
（所有面積）

家族数
（在外
居住者）

常雇人
家畜数 作付面積

兼業
収入牛 騾

馬
驢
馬 豚 犬 鶏 棉花 玉蜀黍 豆類 高粱 粟 小麦 胡麻 甘薯 蔬菜

（（（ （（　（ （（　） （（ （ （1  （.（ （.（
（（ （1　（ （（　）  （（（） （ （ （ （ （ （（.（ （ （.（ （ （ （
（ （（　（ （（　） （（ （ （ （（ （ （ （ （ （

（（（ （（.（（ （（.（） （（（（） （ （ （ （ （1 （（.（ （.（ （ （ （ （
（（ （（　（　1　）  （ （ （ （ （ （ （（  （ （ （ （ （ （
（（（ （（　（ （（　） （（（（） （ （ （ （（ （.（ （.（ （.（ （
（（ （（　（ （（　）  （ （ （ （（.（ （.（ （ （ （1
（（（ （1　（　1　） （（（（） （ （1.（ （.（ （ （ （ （ （1
（（ （（　（ （（　） （（（（） （ （  （.（ （.（ （.（ （ （ （1
（ （（　（ （（　）  （ （ （ （ （ （1 （ （ （ （1

（（（ （（　（ （（　）  （（（） （ （ （ （（ （（.（ （.（ （.（ （ （ （ （11
（1（ （1　（　（　） （（（（） （ （（.（ （.（ （1
（（（ （1　（ （（　）  （ （ （（.（ （.（ （ （（
（（ （（　（ （1　）  （（（） （ （ （ （ （1 （ （ （
（ （（.（（　（.（）  （ （ （ （（ （1 （ （ （ 1.（

（（（ （（　（（（1　） （（（（） （ （ （ （ （（ （ （ （11
（（ （（　（ （（　）  （ （ （ （ （ （（.（ （.（
（（1 （（　（　（　）  （（（） （1  （.（ （.（ （
（ （（　（ （（　）  （（（） （ （ （（ （ （ （ （
（（ （（　（　（　）  （ （ （  （ （.（ 1.（
（（（ （（　（　1　）  （ （ （ （ （1.（ （.（ 1.（ （ （
（（（ （（　（　（　）  （（（） （ （ （ （（.（ （.（ （ （1
（（ （（　（ （1　）  （ （ （ （（.（ （ （.（ （
（（ （（　（ （（　）  （（（） （ （ （ （ （（.（ （.（ （.（ （.（
（（（ （（　（　（　）  （ （ （（.（ （.（
（1 （（　（　（　）  （（（） 1.（ （ （ （ （1  （ （ （ （ （ （ （（

典拠：表 （ - （ に同じ。
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地
所
有
戸
が
小
作
地
を
借
り
入
れ
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
経
営
面
積
五
・
一
～
一
〇
畝
層

二
八
戸
の
う
ち
、
自
作
農
が
一
二
戸
（
四
二
・
八
％
、
地
主
を

兼
ね
る
一
戸
を
含
む
）、
小
作
農
が
一
〇
戸
（
三
五
・
七
％
）、
自

小
作
農
と
小
自
作
農
が
計
五
戸
に
す
ぎ
な
い
が
、
小
作
地
率
は

四
九
・
一
％
に
達
し
て
い
た
。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
経
営
面
積
五
畝
以
下
層
三
八
戸

の
う
ち
、
自
作
農
が
一
八
戸
（
四
七
・
三
％
）、
小
作
農
が
一
五

戸
、
自
小
作
農
と
小
自
作
農
が
計
五
戸
に
す
ぎ
ず
、
小
作
地
率

は
五
〇
・
四
％
に
達
し
、
零
細
経
営
の
自
作
農
と
小
作
農
が
大

部
分
を
占
め
て
い
た
。

　

表
（
─
（
～
表
（
─
（
を
合
わ
せ
て
見
て
み
る
と
、
経
営
面

積
別
の
一
人
当
た
り
の
経
営
面
積
は
、
一
〇
〇
・
一
畝
以
上
層

が
一
六
・
四
畝
、
五
〇
・
一
～
一
〇
〇
畝
層
が
六
・
四
九
畝
、

二
〇
・
一
～
五
〇
畝
層
が
三
・
九
三
畝
、
一
五
・
一
～
二
〇
畝

層
が
三
・
一
五
畝
、
一
〇
・
一
～
一
五
畝
層
が
一
・
八
九
畝
、

五
・
一
～
一
〇
畝
層
が
一
・
五
八
畝
、
五
畝
以
下
層
が
〇
・
六

九
畝
と
な
っ
て
お
り
、
経
営
規
模
が
縮
小
す
る
ほ
ど
、
一
人
当

た
り
の
経
営
面
積
も
縮
小
し
て
い
る
が
、
二
〇
・
一
～
五
〇
畝

表 3 - 5　通県小街村における経営面積（1. （ ～（1畝層（（戸の状況（単位：畝、人、元）

調査
番号

経営面積
（所有面積）

家族数
（在外居住者）

常傭人
家畜数 作付面積 兼業

収入牛 驢馬 豚 犬 鶏 棉花 玉蜀黍 豆類 高粱 粟 甘藷 蔬菜 蕎麦

（ （1（ 1） （1（（　） （ （ （ （ （ （1 （ （ （（
（（（ （1（ （）  （（1.（） （ （（ ？ ？ （ （1
（（ （1（ 1）  （ （ （ （（ （
（（ （（（ 1）  （ （ （ （ （  （ （ （
（（1 （（（ （）  （（（　） （ （ （（.（ （.（ （1
（（ （（（ 1）  （（（　） （ （  （ （ （（1
（ （（（（（）  （ 1.（ （ （1  （.（ 1.（ （
（（ （（（ （）  （ （（  （.（ 1.（ （ （
（ （（（ （）  （ （1  （ 1.（ 1.（ （
（（ （（（ 1）  （（（　） （ （ （（ （ （1
（1（ （（（（（）  （ （ （  （ （.（ （.（ （1
（1 （（（ （）  （（（　） （ （  （.（ （.（ （ （1
（（ （（（ （）  （（（　） 1.（ （ （ （  （.（ （.（ （.（ （ （1
（（1 （（（ （） （（（（　） （ （ （ （ （1
（（（ （（（ （）  （ （ （（.（ （.（ （1
（1（ （（（ （）  （（（　） （ （ （（ （1
（（（ （（（ （）  （  （.（ （.（ （
（（ （（（ 1）  （ （ （ （ （ （
（（ （（（（（）  （（1.（）  （.（ （.（ （.（ （ （1
（11 （（（ （）  （ （.（ （ （  （ （ （1
（（ （（（ （）  （（（　） （  （.（ （.（ 1.（ （ （1
（（ （（（（（）  （（（　） 1.（ （ （ （  （ （ （1
（（ （（（ （）  （（（　） （ （ （  （.（ （.（ （.（ （1
（（（ （（（ （）  （（（　） （ （  （.（ （.（ （ （（
（（（ （（（（（）  （（（　） （  （.（ 1.（ （11

典拠：表 （ - （ に同じ。
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層
と
一
五
・
一
～
二
〇
畝
層
及
び
一
〇
・
一
～
一
五
畝

層
と
五
・
一
～
一
〇
畝
層
の
間
に
は
相
対
的
に
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
差
が
見
ら
れ
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
小
街
村
で
は
、
非
農
家
が
二

〇
・
一
％
も
お
り
、
脱
農
化
が
か
な
り
進
行
し
、
自
作

農
の
割
合
は
、
五
〇
・
一
畝
以
上
層
が
三
〇
・
七
％

（
一
五
・
三
％
、
地
主
を
兼
ね
る
者
を
除
く
。
以
下
、
同
様
）、

二
〇
・
一
～
五
〇
畝
層
が
二
六
・
九
％
（
一
九
・
二
％
）、

一
〇
・
一
～
二
〇
畝
層
が
一
六
％
、
五
・
一
～
一
〇
畝

層
が
四
二
・
八
％
（
三
九
・
二
％
）、
五
畝
以
下
層
が
四

七
・
三
％
と
な
っ
て
お
り
、
零
細
自
作
農
化
が
進
行
し

て
い
た
。
た
だ
し
、
自
小
作
農
・
小
自
作
農
の
割
合
は
、

五
〇
・
一
畝
以
上
層
が
六
九
・
二
％
、
二
〇
・
一
～
五

〇
畝
層
が
六
一
・
五
％
、
一
〇
・
一
～
二
〇
畝
層
が
六

〇
％
、
五
・
一
～
一
〇
畝
層
が
一
七
・
八
％
、
五
畝
以

下
層
が
一
三
・
一
％
と
、
経
営
規
模
が
拡
大
す
る
ほ
ど

高
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
小
作
地
率
が
全
体
と
し
て

は
四
〇
％
を
超
え
、
そ
の
多
く
が
都
市
部
居
住
者
の
投

資
対
象
地
と
な
っ
て
お
り
、
小
作
地
率
は
、
五
〇
・
一

畝
以
上
層
の
み
が
全
体
の
平
均
の
四
一
％
を
大
き
く
下

表 3 - 6　通県小街村における経営面積 （ . （ ～（1畝層（（戸の状況（単位：畝、人、元）

調査
番号

経営面積
（所有面積）

家族数
（在外居住者）

常傭人
家畜数 作付面積 兼業

収入驢馬 豚 犬 鶏 棉花 玉蜀黍 豆類 高粱 粟 小麦 甘藷 蔬菜 蕎麦

（（ （1　（（1　）  （ （ （ （.（ 1.（ （
（（ （1　（（1　）  （（1.（） （ （.（ （ （.（ （1
（（ （1　（ 1　）  （ （ （1 1.（ 1.（
（（（ （1　（ 1　）  （ （　 （ （.（ （.（ （ （
（（（ （1　（ （　） （（（（　） （ （.（ （.（ （
（（（ （1　（ （　）  （（（　） （ （ （
（（（ （1　（ 1　）  （ （ （ （
（（（ （1　（ 1　）  （ （ （ （ （1
（（1 （1　（ 1　）  （（（　） （ （ （11
（（（  （　（ 1　）  （ （ （.（ 1.（
（（（  （　（ （　）  （ （ （.（ （.（ （1
（（  （　（ 1　）  （（（　） （ （（
（（  （　（ （　）  （（（　） （ （.（ （.（ （（
（（（  （　（ （　）  （（（　） （ （.（ 1.（ （ （（
（（（  （.（（ （.（）  （ （ （.（ 1.（
（（  （　（（1　）  （ （ （ （.（ （.（ （
（（  （　（ （　）  （（（　） 1.（ （ （ （.（ 1.（ 1.（ （ （（1
（（  （　（ 1　）  （（（　） （ （ （ （ （1
（（  （　（ 1　）  （（（　） 1.（ （ （ （ （（1
（（  （　（ （　）  （（（　） （ （.（ （.（ （ （1
（1（  （　（ （　）  （ 1.（ （.（ （.（
（1（  （　（ （　） （（（（　） （ （ （1
（（  （　（ （　）  （（（　） （ （ （ （11
（1  （　（ （　）  （ （ （ （.（ （.（ （1
（1  （　（ （　）  （（（　） （ （.（ 1.（ （1
（（（  （　（ （　）  （ （ （ （ （1
（（（  （　（ 1　）  （ （ （.（ （.（ （1
（（  （.（（ （.（）  （ （.（ （.（ （1

典拠：表 （ - （ に同じ。なお、調査番号（（が小麦を （畝栽培していた。
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表 3 - 7　通県小街村における経営面積 （畝以下層（（戸の状況（単位：畝、人、元）

調査
番号

経営面積
（所有面積）

家族数
（在外居住者）

家畜数 作付面積 兼業
収入驢馬 鶏 棉花 玉蜀黍 豆類 高粱 粟 甘薯 蔬菜

（（ （　（（　）  （（（　） （ （ （ （1
（（ （　（1　）  （（（　） （ （ （
（（ （　（（.（） （1（（　） （ （ （1
（（ （　（（　）  （（1.（） （ （ （ （1
（（ （　（（　）  （（（　） （ （ （.（ 1.（ 1.（ （1
（（1 （　（（　） （（（（　） 1.（ 1.（ （ （1
（（（ （　（1　）  （ （ （.（ （ 1.（
（（ （.（（（　）  （（1.（） （.（ 1.（
（（ （　（1　）  （ （.（ 1.（ （1
（1 （　（1　）  （（（　） （ （.（ 1.（ （1
（（ （　（（　）  （（（　） （ （.（ 1.（ （1
（1 （　（1　）  （ （ （.（ 1.（ （ （1
（（ （　（（　）  （（（　） （.（ 1.（ （（
（1（ （　（1　）  （ （.（ 1.（
（（（ （　（（　）  （ （ （ （1
（（（ （　（1　）  （（（　） （.（ 1.（ （1
（（（ （　（1　）  （ （.（ 1.（ （（
（（ （.（（（　）  （ （.（ 1.（
（（ （　（（　）  （（（　） （ （.（ 1.（ （1
（（ （　（（　）  （ （ （
（（ （　（（　）  （（（　） （ 1.（ （1
（（（ （　（1　）  （（（　） （ （ （
（（（ （　（（　）  （（（　） （ （.（ 1.（ （1
（（（ （　（1　）  （（（　） （.（ 1.（ （（
（（ （.（（（.（）  （（（　） （ （ 1.（ （1
（（（ （.（（1　）  （（（　） （ 1.（ （1
（（ （　（（　）  （ （.（ 1.（ （1
（1 （　（1　）  （（（　） （ （.（ 1.（ （1
（（ （　（1　）  （ （ （.（ 1.（
（1 （　（（　）  （（（　） （.（ 1.（ （1
（（ （　（（　）  （（（　） （.（ 1.（ （1
（（ （　（1　）  （（（　） （ （.（ 1.（ （1
（（（ （　（（　）  （ （ （1
（（ （　（（　）  （ 1.（ 1.（ （1
（（ （　（1　）  （（（　） （ （ （1
（（ （　（（　）  （（（　） 1.（ 1.（ （1
（（ （　（（　）  （（（　） （
（（ （　（（　）  （（（　） （ （1

典拠：表 （ - （ に同じ。



75

回
る
二
四
％
だ
っ
た
も
の
の
、
二
〇
・
一
～
五
〇
畝
層
が
四
九
・

七
％
、
一
〇
・
一
～
二
〇
畝
層
が
最
も
高
い
六
五
・
八
％
、
五
・
一

～
一
〇
畝
層
が
四
九
・
一
％
、
五
畝
以
下
層
が
五
〇
・
四
％
と
な
っ

て
お
り
、
自
小
作
農
や
小
自
作
農
と
し
て
経
営
規
模
を
拡
大
す
る
大

規
模
経
営
農
家
が
多
数
あ
り
、
零
細
農
家
が
大
部
分
を
占
め
る
わ
け

で
は
な
い
。

（
4
）　
宛
平
県
掛
甲
屯

　

河
北
省
苑
平
県
西
苑
掛
甲
屯
（
現
在
、
北
京
市
海
淀
区
に
属
す
）
は
、

華
北
綜
合
調
査
研
究
所
付
設
の
所
員
養
成
所
か
ら
「
一
里
」
足
ら
ず

の
と
こ
ろ
に
あ
る
農
村
で
、
同
村
に
関
す
る
調
査
は
、
旧
暦
の
一
九

四
二
年
一
月
一
日
～
一
九
四
三
年
一
二
月
二
九
日
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
た
が
、
じ
つ
は
、
同
村
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
九
二
六
年
に
李

景
漢
が
燕
京
大
学
の
学
生
を
引
き
連
れ
て
調
査
を
行
っ
て
い
た）（（
（

。

　

掛
甲
屯
は
、
以
上
に
取
り
上
げ
て
き
た
北
京
市
近
郊
農
村
に
比
し

て
、
二
〇
世
紀
前
半
に
お
い
て
脱
農
化
・
都
市
化
が
よ
り
一
層
進
行

し
て
い
た
農
村
で
あ
り
、
し
か
も
、
一
九
二
六
年
の
平
時
と
一
九
四

三
年
の
戦
時
と
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
二
つ
の
調
査
報
告
書

が
あ
る
こ
と
か
ら）（（
（

、
同
村
の
社
会
経
済
史
上
に
お
け
る
変
化
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
、
一
九
二
六
年
に
は
、
同
村
の
調
査
対
象
戸
が
九
〇
％
に
あ

た
る
一
〇
〇
戸
（
四
〇
六
人
）
で
あ
る
こ
と
か
ら）（（
（

、
総
戸
数
は
約
一

一
〇
戸
だ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
、
北
京
市

街
地
に
比
較
的
近
い
同
村
民
の
生
活
は
「
北
京
城
外
関
廂
居
民
」
の

生
活
に
近
く
、
村
民
の
主
要
な
職
業
は
各
種
の
「
工
匠
、
車
夫
、
僕

役
及
政
府
機
関
的
差
事
」
で
、
農
業
従
事
者
は
少
な
か
っ
た）（（
（

。
こ
の

よ
う
に
、
掛
甲
屯
で
は
、
す
で
に
一
九
二
〇
年
代
に
は
人
口
の
流
動

性
が
高
ま
り
、
脱
農
化
と
零
細
自
作
農
化
が
か
な
り
進
行
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
一
九
四
三
年
に
は
、
同
村
の
農
家
戸
数
が
増
加
し
た
と
は

い
う
も
の
の
、
農
家
戸
数
は
一
七
戸
（
総
戸
数
の
二
一
・
二
％
）
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
一
七
戸
の
農
家
の
う

ち
、
経
営
面
積
五
〇
畝
以
上
層
は
一
戸
の
み
で
、
経
営
面
積
五
畝
以

下
層
が
七
戸
（
四
一
・
一
％
）、
経
営
面
積
二
〇
畝
以
下
層
が
一
二
戸

（
七
〇
・
五
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
零
細
農
化
が
か
な
り
進
行
し
て
お

り
、
ま
た
、
経
営
面
積
二
〇
畝
以
上
層
五
戸
の
う
ち
、
小
作
地
を
借

り
入
れ
て
い
る
四
戸
は
全
て
小
自
作
農
で
あ
り
、
農
家
番
号
（1
を
除

く
三
戸
は
所
有
面
積
が
二
〇
畝
以
下
の
零
細
土
地
所
有
者
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
経
営
面
積
別
の
自
作
農
の
割
合
は
、
二
〇
畝
以
上
層
が
二

〇
％
、
一
〇
畝
以
上
二
〇
畝
未
満
層
が
六
〇
％
、
五
畝
以
下
層
が
八
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五
・
七
％
（
五
畝
未
満
層
は
一
〇
〇
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
脱
農
化

と
と
も
に
零
細
自
作
農
化
が
か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
水
田
を
小
作
地
と
し
て
借
入
れ
て
い
る
の
は
全
て
経
営
面

積
一
〇
畝
以
上
層
で
あ
り
、
日
中
戦
争
時
期
に
棉
作
地
か
ら
穀
作
地

へ
転
換
し
て
い
っ
た
河
北
省
正
定
県
柳
辛
荘
で
は
「
若
し
五
人
家
族

の
場
合
な
ら
ば
、
一
〇
畝
位
所
有
す
れ
ば
ど
う
や
ら
暮
し
を
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
」）
（（
（

と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
掛
甲
屯
で
は
経
営
面

積
一
〇
畝
未
満
層
が
単
純
再
生
産
が
不
可
能
な
零
細
農
で
あ
る
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
5
）　
小
括

　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
四
ヶ
村
の
脱
農
化
率
と
零
細
農
化
率
に
つ
い

て
序
列
化
し
て
み
る
と
、
脱
農
化
率
で
は
、
昌
平
県
小
屯
村
（
四
・

三
％
）
が
最
も
低
く
、
こ
れ
に
大
興
県
前
高
米
店
村
（
一
七
・
五
％
）

と
通
県
小
街
村
（
二
〇
・
二
％
）
が
つ
ぎ
、
宛
平
県
掛
甲
屯
（
七
八
・

七
％
）
が
最
も
高
い
が
、
零
細
農
化
率
（
経
営
面
積
一
〇
畝
以
下
層
の

割
合
）
は
、
通
県
小
街
村
が
二
一
・
三
％
、
大
興
県
前
高
米
店
村
が

二
六
・
七
％
、
昌
平
県
小
屯
村
が
三
五
・
六
％
、
宛
平
県
掛
甲
屯
が

五
二
・
九
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
上
記
四
ヶ
村
の
う
ち
、
宛
平
県
掛
甲
屯
は
脱
農

表 4 - 1　宛平県掛甲屯における農家（（戸の経営面積（単位：畝）

農家
番号

経営
面積

自作地 小作地 計 作付作物

水田 畑 水田 畑 水田 畑 稲 蓮根 小麦 玉蜀黍 粟 豆類 高粱 棉花 蔬菜

（1 （（.1 （（.1 （（.1 （（.1 （（.1 （（.1 （1.1 （（.1 （（.1
（（ （（.1 （.1 （（.1 （.1 （（.1 （.1 （1.1 （（.1 （.（ 1.（ （.1
（（ （（.1 （1.1 （.1 （1.1 （.1 （1.1 （.1 （.1 （.1
（ （（.（ （.（ （（.（ （（.（ （.（ （（.（ （.1 （.（
（1 （（.1 （1.1 （.1 （.1 （.1 （（.1 （.1 （.1 （.1 （.1 （.1
（（ （（.1 （（.1 （（.1 （（.1
（（ （（.1 （（.1 （（.1 （.（ （.（ （.1
（（ （（.1 （.1 （1.1 （1.1 （.1 （1.1 （.1 （.1
（（ （1.1 （1.1 （1.1 （1.1
（1 （1.1 （.1 （.1 （.1 （.1 （.1 （.1 （.1
（（ （.1 （.1 （.1 （.1
（（ （.1 （.1 （.1 （.1
（（ （.1 （.1 （.1 （.1 1.（ 1.（
（（ （.（ （.（ （.（ （.1 （.（
（（ （.1 （.1 （.1 （.1
（（ （.（ （.（ （.（ （.（
（（ 1.（ 1.（ 1.（ 1.（

計 （（1.（ （（.1 （11.（ （（（.（ （（.1 （（（.（ （（（.（ （（（.（ （（.1 （.1 （（.（ （.（ （（.（ （1.1 （.1 （.1

典拠：『北京西郊掛甲屯家計調査─所員養成所学員練習調査報告─』（（～（（頁表（1・表（（より作成。
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化
・
零
細
農
化
が
最
も
激
し
く
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る
。

二　

農
家
経
営
と
農
村
経
済
の
展
開

（
1
）　
昌
平
県
水
屯
村

　

一
九
四
五
年
、
昌
平
県
城
の
南
部
・
東
部
に
位
置
す
る
湯
山
一
帯

に
は
約
二
万
畝
の
水
田
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
た
が）（1
（

、
水
屯
村
の

「
旱
地
対
水
田
の
比
は
八
八
対
一
二
」
で
、
九
〇
・
五
畝
の
水
田
が

あ
っ
た）（（
（

。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
水
田
の
割
合
は
五
・
一
～
一
〇
畝
層

が
最
も
高
く
、
こ
れ
に
五
畝
以
下
層
と
一
〇
・
一
～
二
〇
畝
層
が
つ

ぐ
が
、
五
畝
以
下
層
を
除
く
と
、
経
営
面
積
が
少
な
い
層
ほ
ど
水
田

の
割
合
は
高
く
な
っ
て
い
た
。
平
均
的
な
華
北
農
村
に
比
し
て
、
同

村
に
お
け
る
小
作
地
率
が
全
体
と
し
て
高
か
っ
た
の
は
、
一
般
的
に
、

単
位
面
積
当
た
り
の
生
産
性
は
畑
作
地
よ
り
も
水
稲
作
地
が
高
い
こ

と
か
ら
、
水
田
面
積
の
割
合
が
高
い
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

さ
て
、
出
稼
者
は
二
三
人
（
同
伴
し
た
家
族
を
含
め
る
と
三
三
人
）

で
、
そ
の
出
稼
ぎ
先
と
し
て
最
も
多
い
の
が
八
人
の
北
京
で
、
こ
れ

に
県
城
と
張
家
口
が
各
々
四
人
と
つ
ぎ
、
職
業
は
店
員
が
最
も
多
い

九
人
で
、
こ
れ
に
賃
金
労
働
者
が
四
人
、
華
北
交
通
株
式
会
社
が
三

人
、
調
理
場
が
二
人
、
年
工
（
長
工
）・
官
吏
・
写
真
屋
・
仕
立
屋
・

印
刷
工
が
各
々
一
人
と
つ
い
で
い
た）（（
（

。
他
方
、
同
村
に
は
「
平
常
は

自
家
労
働
を
し
な
が
ら
、
十
日
の
う
ち
五
日
或
は
三
日
を
契
約
農
家

で
働
く
」「
五
天
工
三
天
工
」
が
各
々
一
人
と
二
人
い
た
が
、
年
工

は
一
人
も
お
ら
ず）（（
（

、
表
（
を
見
て
み
る
と
、
一
四
人
の
年
工
の
う
ち
、

二
～
三
里
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
来
る
者
と
八
～
一
二
里
離
れ
た
と
こ

ろ
か
ら
来
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
六
人
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
水
屯
村
は
、

主
に
農
業
外
就
労
の
た
め
に
労
働
力
が
北
京
市
を
は
じ
め
と
す
る
村

外
へ
流
出
す
る
と
同
時
に
、
村
内
の
農
業
労
働
力
の
不
足
を
補
う
た

め
に
、
村
外
か
ら
農
業
労
働
者
が
流
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
村

内
の
余
剰
労
働
力
を
出
稼
ぎ
に
よ
っ
て
解
消
し
て
い
る
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
脱
農
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
村
で
は
、
所
有
地
一
〇
畝
以
下
の
戸
数
が
七
一
・

五
％
（
土
地
無
所
有
戸
の
三
三
％
を
含
む
）
を
占
め
、
農
家
一
戸
当
た

り
が
「
華
北
農
村
に
於
い
て
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な

耕
地
面
積
」
と
仮
定
さ
れ
て
い
た
二
〇
畝）（（
（

の
耕
地
を
確
保
す
る
た
め

に
小
作
地
を
借
入
れ
て
補
い
、
農
家
八
七
戸
の
平
均
経
営
面
積
は
一

八
・
九
畝
と
な
り
、
自
小
作
農
・
小
自
作
農
を
含
む
小
作
農
が
全
戸

数
の
八
〇
％
に
達
し
た
。
同
村
の
小
作
地
は
自
作
地
の
六
九
二
・
四



78

畝
を
凌
駕
す
る
九
四
八
・
三
畝
で
、
こ
の
小
作
地
の
う
ち
の
八
四
％

が
水
田
だ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
水
田
面
積
が
総
経
営
面
積
に
占
め
る

割
合
は
三
一
％
だ
っ
た
。
し
か
も
、「
上
位
農
家
群
が
旱
地
を
多
く

小
作
し
て
ゐ
る
の
に
対
し
、
下
位
農
家
群
は
水
田
を
多
く
借
入
れ
て

ゐ
」
た
。
こ
れ
は
、「
水
田
は
旱
地
に
比
し
て
単
位
面
積
当
の
必
要

投
下
量
が
多
い
」
の
で
、「
所
有
地
に
対
し
て
自
家
労
働
力
の
余
剰

を
も
つ
農
家
は
そ
の
余
剰
労
働
力
の
消
化
の
対
象
と
し
て
水
田
小
作

を
よ
り
強
く
欲
す
る
」
こ
と
、
ま
た
、「
水
田
は
湧
水
利
用
で
あ
る

故
に
畜
力
灌
漑
の
必
要
も
な
い
」
の
で
、「
役
畜
も
大
農
具
も
有
た

な
い
下
位
農
家
群
が
水
田
を
希
ふ
意
欲
は
遙
に
大
で
あ
」
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
旱
地
の
小
作
料
が
金
納
で
前
納
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
水

田
の
小
作
料
の
大
部
分
が
物
納
定
額
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
資
力
の

乏
し
い
小
作
農
に
と
つ
て
」「
水
田
小
作
の
方
が
よ
り
納
入
し
易
」

か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る）（（
（

。

　

同
村
の
主
要
作
物
は
水
稲
・
玉
蜀
黍
・
小
麦
・
豆
類
・
粟
で
、
一

九
四
一
年
度
の
商
品
化
率
は
、
米
が
九
二
・
一
％
と
非
常
に
高
く
、

小
麦
も
六
三
・
三
％
と
か
な
り
高
い
の
に
対
し
て
、
玉
蜀
黍
・
粟
・

黍
子
・
豆
類
の
そ
れ
は
極
め
て
低
く
、
農
家
が
購
入
し
た
食
糧
の
う

ち
最
も
多
い
の
が
玉
蜀
黍
で
、
こ
れ
に
粟
・
高
粱
・
豆
類
が
つ
ぐ
が
、

一
九
四
二
年
以
降
「
米
の
統
制
的
収
買
が
行
は
れ
る
よ
う
に
な
つ
て

表 5　昌平県水屯村における年工の出身地と労賃

雇傭農家の経営面積 人数 年齢（歳） 出身地（本村からの距離） 労賃（元）

（1（.（畝 （人 （（ 百泉荘（（里） （（1
（（ 県城（（里） （（1
（（ 県城（（里） （（1
（（ 工佈廠（（1里） （（1

（（.1畝 （人 （（ 白羅村（（里） （11
（（ 小営村（（（里） （11
（（ 小営村（（（里） （（1

（（.（畝 （人 （（ 百泉荘（（里） （1
（（ 小営村（（（里） （1

（1.1畝 （人 （（ 泉六村（（里） （（1

（（.1畝、（（.1畝 （人 （（ 馬池口村（（里） （1

（（.1畝 （人 （（ 営坊（（里） （（1

（（.1畝 （人 （（ 北荘（（里） （（1

（（.1畝 （人 （（ 百泉荘（（里） （（1

典拠：『河北省昌平県水屯村調査報告』（（頁第 （表より作成。
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か
ら
」
は
同
「
県
城
内
の
集
市
に
は
米
が
出
回
ら
な
く
な
り
」、
米

の
販
売
価
格
は
、
一
九
三
六
年
に
一
斗
約
一
元
で
、
一
石
の
米
が
約

二
・
五
石
の
粟
と
交
換
さ
れ
た
が
、
一
九
四
三
年
秋
に
は
米
価
が
一

斗
約
六
〇
元
に
ま
で
高
騰
し
た）（（
（

。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
昌
平
県
水
屯
村
は
大
都
市
部
（
北
京
）
か
ら

離
れ
て
い
た
も
の
の
、
村
外
へ
の
出
稼
者
の
ほ
と
ん
ど
が
都
市
部
に

お
い
て
就
労
機
会
を
得
て
お
り
、
し
か
も
、
同
県
城
に
近
接
し
て
い

た
こ
と
か
ら
一
定
程
度
の
商
品
経
済
の
発
展
が
見
ら
れ
、
多
く
の
農

家
が
実
質
的
に
商
品
作
物
と
な
っ
て
い
た
高
価
な
米
・
小
麦
な
ど
の

穀
物
を
栽
培
・
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
価
な
雑
穀
類
を
購
入
し

て
自
家
消
費
用
食
糧
と
し
て
手
当
て
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
華
北
の
農
村
と
し
て
は
、
同
村
は
水
田
が
比
較
的
多
く
、
小
作

地
率
も
相
対
的
に
高
い
こ
と
が
同
村
の
特
徴
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

（
2
）　
大
興
県
前
高
米
店
村

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
経
営
面
積
が
多
い
農
家
ほ
ど
、
家
族

の
平
均
人
数
も
多
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
経
営
面
積
が
一
〇
〇
畝
を

超
え
る
Ａ
群
で
は
全
体
の
平
均
家
族
人
数
約
五
・
一
人
の
二
倍
に
あ

た
る
約
一
〇
・
二
人
と
な
っ
て
お
り
、
経
営
面
積
と
家
族
の
人
数
と

の
間
に
は
正
の
相
関
関
係
が
見
ら
れ
る
。
し
か
も
、
同
村
で
は
、
自

作
地
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
経
営

規
模
の
大
き
い
層
ほ
ど
、
家
族
の
労
働
力
を
よ
り
多
く
利
用
し
て
農

業
経
営
を
行
っ
て
い
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
村
で
は
、「
本
村
を
離
れ
て
活
動
し
て
ゐ
る
者
」
が
二
二
人
（
男

子
一
九
人
、
女
子
三
人
）
お
り
、「
家
族
同
伴
者
を
一
件
と
し
て
数
へ

る
と
」、
計
一
七
件
と
な
り
、
他
方
、
職
業
か
ら
見
る
と
、
労
働
者

が
四
件
と
最
も
多
く
、
そ
の
他
は
工
員
・
金
貸
し
・
兵
士
・
裁
判
所

書
記
・
果
物
販
売
・
豚
販
売
・
羊
販
売
・
タ
イ
ヤ
修
理
な
ど
が
各
々

一
件
だ
っ
た
。
ま
た
、
出
稼
ぎ
先
で
は
、
北
京
が
七
件
で
最
も
多
く
、

つ
い
で
天
津
が
二
件
で
、「
殆
ん
ど
都
会
に
出
て
ゐ
」
た
こ
と
が
わ

か
る
。
さ
ら
に
、
農
業
経
営
規
模
別
か
ら
見
て
み
る
と
、「
大
経
営

農
家
よ
り
の
流
出
は
筋
肉
労
働
に
従
事
せ
ず
、
又
小
経
営
農
家
よ
り

の
流
出
は
筋
肉
労
働
に
従
事
し
て
ゐ
る
者
が
多
」
く
、
三
〇
～
四
九

畝
層
に
は
村
外
就
労
者
は
一
戸
も
な
く
、「
所
謂
富
農
は
、
農
繁
期

は
勿
論
の
こ
と
農
閑
期
に
於
て
も
村
外
に
出
る
事
は
殆
ん
ど
な
」

か
っ
た
と
い
う）（（
（

。

　

一
方
、
一
九
四
四
年
に
同
村
に
流
入
し
た
の
は
、
三
四
人
の
「
年

工
」（
長
工
）
を
除
く
と
、
一
一
人
（
三
戸
）
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、

「
農
村
工
作
」
の
た
め
に
入
村
し
た
華
北
交
通
株
式
会
社
の
社
員
、

元
々
村
外
で
農
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
病
気
の
た
め
に
農
地
を
売
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却
し
て
妻
の
実
家
を
頼
っ
て
同
村
に
入
村
し
、
商
売
を
す
る
者
、
北

京
で
食
糧
店
を
営
ん
で
い
た
が
、
失
職
し
て
本
村
に
居
住
し
た
者
の

三
戸
だ
っ
た
。
ま
た
、
村
外
か
ら
流
入
し
た
三
四
人
の
「
年
工
」
の

出
身
地
は
、
大
興
県
の
南
側
に
隣
接
す
る
固
安
県
が
二
四
人
で
最
も

多
く
、
こ
れ
に
山
東
省
と
大
興
県
黄
村
の
各
々
二
人
が
つ
い
で
い
た）（（
（

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
労
働
力
移
動
に
か
か
わ
る
人
的
移
動
が
多
数
を
占

め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
九
四
四
年
度
に
雇
傭
さ
れ
た
年
工
六
三
人
の
う
ち
本
村
人
が
二

九
人
で
最
も
多
く
、
こ
れ
に
南
部
に
隣
接
す
る
固
安
県
出
身
の
二
四

人
が
つ
い
だ
が）（（
（

、
こ
れ
は
、
後
述
す
る
水
屯
村
で
は
本
村
人
の
年
工

が
一
人
も
い
な
か
っ
た
状
況
と
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

　

同
村
で
は
農
業
外
就
労
者
が
総
戸
数
の
九
五
・
三
％
に
あ
た
る
二

二
八
戸
（
二
九
〇
人
）
お
り
、
し
か
も
、
そ
の
う
ち
二
二
・
四
％
は

「
北
京
市
に
依
存
す
る
職
業
で
あ
り
、
其
の
他
は
本
村
並
に
集
市
（
黄

村
、
西
紅
門
）
近
村
に
依
存
」
し
て
い
た
と
い
う）（1
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
同
村
の
主
要
作
物
は
同
村
の
主
食
だ
っ
た
玉
蜀
黍
で
、

玉
蜀
黍
の
作
付
面
積
が
約
三
五
％
を
占
め
て
い
た
の
に
対
し
て
、
棉

作
は
小
麦
作
と
競
合
関
係
に
あ
り
、
一
九
三
六
年
に
比
し
て
棉
花
価

格
が
三
〇
〇
倍
以
上
と
な
っ
た
も
の
の
、
玉
蜀
黍
の
価
格
は
そ
の
倍

以
上
の
六
五
〇
倍
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
棉
花
の
作
付
率
は
高

粱
・
小
麦
・
豆
類
・
糜
子
・
粟
・
黍
子
な
ど
の
穀
物
や
落
花
生
よ
り

も
少
な
い
約
四
％
に
と
ど
ま
っ
た）（（
（

。
し
か
も
、
同
村
の
西
部
地
域
は

「
砂
地
で
落
花
生
等
の
一
毛
作
多
く
（
本
村
の
灌
地
は
砂
地
に
多
い
）」、

一
方
、
東
部
地
域
は
ア
ル
カ
リ
土
質
の
土
地
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
玉
米
、
高
粱
、
麦
子
、
糜
子
等
の
一
毛
作
が
多
」
い
が
、「
事
変
前

と
比
較
し
て
井
戸
の
数
が
約
倍
加
し
た
」
た
め
に
、「
玉
米
単
作
よ

り
小
麦
（
或
は
大
麦
）
玉
米
の
二
毛
作
或
は
高
粱
、
粟
の
単
作
よ
り

小
麦
（
或
は
大
麦
）、
玉
米
（
或
は
粟
）
の
二
毛
作
へ
と
変
化
し
」、

ま
た
、「
馬
鈴
薯
、
玉
米
、
或
は
馬
鈴
薯
（
或
は
瓜
類
）
蘿
葡
（
或
は

白
菜
）
の
園
芸
作
物
へ
の
変
化
が
顕
著
」
と
な
り
、「
園
芸
作
物
の

増
加
は
北
京
よ
り
の
人
糞
尿
（
稀
糞
）
の
施
用
が
一
部
見
ら
れ
」
る

よ
う
に
な
っ
た）（（
（

。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
商
品
経
済
が
か
な
り
展
開
し
て
い
た
と
見
な

す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
そ
の
商
品
経
済
の
展
開
は
、
商
品
作

物
の
販
売
に
加
え
て
労
働
力
を
も
商
品
と
し
て
販
売
す
る
程
度
に
ま

で
至
っ
て
い
た
。
ま
た
、
同
村
で
は
村
外
か
ら
流
入
し
て
き
た
長
工

と
と
も
に
家
族
内
労
働
力
を
多
く
投
入
し
て
農
業
経
営
を
行
う
農
家

も
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
作
付
作
物
の
構
成
と
そ
の
変
化
か
ら
見
る

と
、
主
要
な
作
付
作
物
だ
っ
た
玉
蜀
黍
が
戦
時
中
も
穀
物
価
格
の
高

騰
に
よ
っ
て
作
付
面
積
が
よ
り
一
層
拡
大
し
、
逆
に
、
華
北
の
主
要
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な
商
品
作
物
と
さ
れ
て
い
る
棉
花
の
作
付
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ

た
も
の
の
、
玉
蜀
黍
な
ど
の
単
作
か
ら
二
毛
作
へ
の
変
化
が
見
ら
れ

た
り
、
都
市
部
の
糞
尿
を
新
た
に
施
肥
す
る
根
菜
類
や
蔬
菜
類
の
栽

培
が
拡
大
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
同
村
で
は
、
商
品
作
物
の
生

産
と
い
う
流
れ
が
戦
時
中
に
中
断
な
い
し
逆
流
し
た
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
よ
り
一
層
進
行
し
た
と
言
え
る
。

（
3
）　
通
県
小
街
村

　

小
街
村
で
は
、
全
一
六
四
戸
の
う
ち
約
五
五
％
に
あ
た
る
九
〇
戸

が
兼
業
し
て
い
た
も
の
の
、
副
業
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、「
農
民
は
農

閑
の
節
は
徒
食
す
る
も
の
多
く
僅
か
に
馬
車
の
賃
引
、
驢
の
駄
賃
、

家
畜
無
き
も
の
は
天
秤
棒
に
よ
り
城
内
よ
り
肥
料
の
運
搬
を
行
ふ
位

に
過
ぎ
な
」
か
っ
た
が）（（
（

、
通
州
城
に
近
接
し
て
い
る
た
め
、「
裕
福

な
る
農
家
は
屡
々
家
畜
糞
を
城
内
の
馬
車
宿
よ
り
購
入
」
し
、
ま
た
、

通
州
「
城
内
の
商
家
に
は
院
子
内
に
埃
溜
の
土
窖
あ
り
て
厨
房
の
残

滓
、
汚
水
、
塵
埃
等
を
投
ず
る
。
之
を
農
家
は
一
車
三
─
四
角
銭
に

購
入
し
て
肥
料
と
し
て
用
」
い
、
さ
ら
に
、
通
州
城
内
の
人
糞
か
ら

作
っ
た
「
乾
糞
」
を
主
に
野
菜
栽
培
の
肥
料
に
し
て
い
た）（（
（

。
一
方
、

「
棉
作
の
増
加
に
よ
り
一
般
作
の
茎
葉
残
滓
に
よ
り
て
飼
育
さ
れ
」

て
い
た
家
畜
は
「
勢
ひ
減
」
じ
、
さ
ら
に
、「
唯
一
の
肥
料
資
源
た

る
家
畜
糞
を
失
」
な
い
、
し
か
も
、「
食
料
及
び
飼
料
に
要
す
る
穀

菽
類
」
も
不
足
し
、
全
村
消
費
量
の
一
三
・
八
％
を
移
入
し
て
い
た）（（
（

。

　

同
村
の
在
外
居
住
者
一
五
五
・
五
人
（
総
人
口
の
一
五
・
八
％
）

は
全
て
男
性
で
、
そ
の
大
部
分
が
出
稼
者
だ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
、

満
州
へ
の
出
稼
者
一
人
を
除
い
て
「
殆
ん
ど
都
市
に
出
稼
ぐ
も
の
で

北
平
が
そ
の
過
半
を
占
め
通
州
城
が
之
に
次
」
ぎ
、
移
民
す
る
者
は

全
く
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
全
一
六
四
戸
の
兼
業
総
収
入
六
、
二

二
六
元
の
う
ち
出
稼
者
か
ら
の
送
金
は
五
、
三
〇
一
元
（
約
八
五
％
）

に
も
達
し
、
ま
た
、
農
業
外
収
入
一
、
五
五
〇
元
の
う
ち
出
稼
者
か

ら
の
送
金
は
八
六
〇
元
（
約
五
五
％
）
で
あ
り
、
出
稼
者
か
ら
の
送

金
総
額
六
、
一
六
一
元
は
農
業
収
入
二
七
、
一
六
六
・
九
六
元
の
二

二
・
七
％
に
あ
た
る
。
な
お
、「
出
稼
ぎ
に
出
る
も
の
は
一
般
に
気

概
に
富
む
も
の
が
多
く
」、「
富
め
る
も
あ
れ
ば
貧
し
き
も
あ
」
っ
た

と
い
う）（（
（

。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
出
稼
者
の
増
加
は
、
村
内
に
お

け
る
個
別
農
家
の
農
業
収
入
が
低
減
し
た
結
果
で
あ
る
が
、
村
外
へ

労
働
力
と
い
う
商
品
を
販
売
す
る
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
総
体
と

し
て
は
農
村
に
お
け
る
商
品
経
済
の
発
展
を
反
映
し
て
い
る
と
見
な

す
べ
き
で
あ
る
。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
経
営
面
積
五
〇
・
一
畝
以
上
層
一
三

戸
の
う
ち
、
家
族
の
人
数
は
、
最
多
の
二
四
人
を
含
む
六
人
以
上
が
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一
二
戸
（
九
二
・
三
％
）
お
り
、
大
家
族
が
多
く
、
七
戸
に
在
外
居

住
者
が
計
九
人
（
一
戸
当
た
り
平
均
一
・
二
人
）
お
り
、
経
営
面
積
上

位
二
戸
が
三
人
と
三
・
五
人
を
雇
傭
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
牛
・

馬
・
騾
馬
・
驢
馬
を
全
く
所
有
し
な
い
農
家
は
一
戸
の
み
で
、
豚
・

犬
・
鶏
を
所
有
す
る
農
家
は
九
戸
（
六
九
・
二
％
、
二
七
匹
）・
一
二

戸
（
九
二
・
三
％
、
一
六
匹
）・
七
戸
（
五
三
・
八
％
、
三
五
羽
）
で
、

経
営
面
積
と
家
畜
数
と
の
間
に
は
正
の
相
関
関
係
が
見
ら
れ
る
。
な

お
、
作
付
面
積
が
最
も
広
い
の
は
七
戸
の
玉
蜀
黍
と
六
戸
の
棉
花

だ
っ
た
。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
経
営
面
積
二
〇
・
一
～
五
〇
畝
層
二

六
戸
の
う
ち
、
家
族
の
人
数
は
、
六
人
以
上
が
一
八
戸
（
六
九
・

二
％
）
に
も
達
し
、
大
家
族
が
や
や
多
く
、
一
四
戸
（
五
三
・
八
％
）

に
は
在
外
居
住
者
が
計
二
三
人
（
一
戸
当
た
り
一
・
六
人
）
お
り
、

二
戸
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
雇
傭
す
る
だ
け
だ
っ
た
。
ま
た
、
馬
を
所

有
す
る
農
家
が
一
戸
も
な
く
、
騾
馬
・
牛
を
所
有
す
る
農
家
も
一

戸
・
四
戸
（
一
頭
・
四
頭
）
に
す
ぎ
ず
、
豚
・
犬
・
鶏
を
所
有
す
る

農
家
は
一
三
戸
（
五
〇
％
、
二
〇
匹
）・
一
八
戸
（
六
九
・
二
％
、
二

一
匹
）・
一
一
戸
（
四
二
・
三
％
、
三
一
羽
）
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
作

付
面
積
が
最
も
広
い
の
が
一
九
戸
の
玉
蜀
黍
と
七
戸
の
棉
花
だ
っ
た
。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
経
営
面
積
一
〇
・
一
～
二
〇
畝
層
二

五
戸
の
う
ち
、
家
族
の
人
数
は
、
六
人
以
上
が
一
五
戸
（
六
〇
％
）

だ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
う
ち
一
〇
人
以
上
が
二
戸
に
す
ぎ
ず
、
一
五

戸
に
在
外
居
住
者
が
計
二
一
人
（
一
戸
当
た
り
一
・
四
人
）
で
、
三

戸
が
計
二
・
三
人
を
雇
傭
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
馬
と
騾

馬
を
所
有
す
る
農
家
が
一
戸
も
な
く
、
牛
を
所
有
す
る
農
家
は
一
戸

（
一
頭
）
に
す
ぎ
ず
、
驢
馬
を
所
有
な
い
し
共
有
す
る
農
家
も
五
戸

（
四
・
五
頭
）
の
み
で
、
豚
・
犬
・
鶏
を
所
有
す
る
農
家
が
七
戸
（
九

匹
）・
一
一
戸
（
四
四
％
、
一
一
匹
）・
一
〇
戸
（
四
〇
％
、
三
三
羽
）

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
な
お
、
作
付
面
積
が
最
も
広
い
の
が
一
五
戸
の

玉
蜀
黍
と
一
〇
戸
の
棉
花
だ
っ
た
。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
経
営
面
積
五
・
一
～
一
〇
畝
層
二
八

戸
の
う
ち
、
家
族
の
人
数
は
六
人
以
上
が
一
〇
戸
（
三
五
・
七
％
）

お
り
、
一
四
戸
（
五
〇
％
）
に
在
外
居
住
者
が
計
二
一
・
五
人
（
一

戸
当
た
り
一
・
五
人
）
で
、
四
戸
が
計
二
人
の
雇
農
を
雇
傭
す
る
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
牛
・
馬
・
騾
馬
を
所
有
す
る
農
家
が
一

戸
も
な
く
、
驢
馬
を
所
有
す
る
農
家
と
豚
を
所
有
す
る
農
家
が
そ
れ

ぞ
れ
二
戸
（
二
頭
、
二
匹
）
い
た
だ
け
で
、
鶏
を
所
有
す
る
農
家
と

犬
を
所
有
す
る
農
家
が
そ
れ
ぞ
れ
六
戸
（
一
六
羽
・
六
匹
）
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
。
な
お
、
作
付
面
積
が
最
も
広
い
の
が
一
九
戸
の
玉
蜀

黍
、
八
戸
の
棉
花
、
一
戸
の
蔬
菜
だ
っ
た
。
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表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
経
営
面
積
五
畝
以
下
層
三
八
戸
の
う

ち
、
家
族
の
人
数
は
、
六
人
以
上
が
八
戸
に
す
ぎ
ず
、
二
六
戸
（
六

八
・
四
％
）
に
は
在
外
居
住
者
が
計
三
六
人
（
一
戸
当
た
り
一
・
三

人
）
い
た
。
一
方
、
驢
馬
を
所
有
す
る
農
家
は
一
戸
の
み
で
、
豚
・

犬
を
飼
育
す
る
農
家
は
一
戸
も
な
く
、
一
五
戸
（
三
八
・
四
％
）
が

計
三
九
羽
の
鶏
を
所
有
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
作
付
面

積
が
最
も
広
い
の
が
二
七
戸
の
玉
蜀
黍
、
六
戸
の
棉
花
、
三
戸
の
蔬

菜
、
二
戸
の
甘
薯
で
、
作
付
面
積
が
二
番
目
に
広
い
の
が
二
三
戸
の

豆
類
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
兼
業
収
入
を
見
て
み
る
と
、
五
〇
・
一
畝
以
上
層
で
は
六

戸
（
四
六
・
一
％
）
で
五
六
〇
元
（
一
戸
当
た
り
四
三
元
）、
二
〇
・

一
～
五
〇
畝
層
で
は
一
〇
戸
（
三
八
・
四
％
）
で
一
、
五
一
一
元
（
一

戸
当
た
り
五
八
・
一
元
）、
一
〇
・
一
～
二
〇
畝
層
で
は
一
八
戸
（
七

二
％
）
で
一
、
〇
六
一
元
（
一
戸
当
た
り
四
二
・
四
元
）、
五
・
一
～

一
〇
畝
層
で
は
一
八
戸
（
六
四
・
二
％
）
で
一
、
〇
六
八
元
（
一
戸

当
た
り
三
八
・
一
元
）、
五
畝
以
下
層
で
は
二
九
戸
（
七
六
・
三
％
）

で
一
、
二
五
六
元
（
平
均
四
三
・
三
元
）
と
な
っ
て
お
り
、
経
営
規

模
が
零
細
化
す
る
ほ
ど
、
兼
業
農
家
の
割
合
も
高
く
な
る
が
、
一
戸

当
た
り
の
兼
業
収
入
は
二
〇
・
一
～
五
〇
畝
層
が
最
も
高
く
、
こ
れ

に
五
・
一
～
一
〇
畝
層
が
つ
い
で
い
た
。
さ
ら
に
、
家
族
の
人
数
が

六
人
以
上
の
割
合
は
、
五
〇
・
一
畝
以
上
層
が
九
二
・
三
％
、
二

〇
・
一
～
五
〇
畝
層
が
七
三
％
、
一
〇
・
一
～
二
〇
畝
層
が
六
〇
％
、

五
・
一
～
一
〇
畝
層
が
三
五
・
七
％
、
五
畝
以
下
層
が
二
一
％
、
非

農
家
が
二
一
・
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
経
営
面
積
と
家
族
の
人
数
及

び
牛
・
馬
・
騾
馬
・
驢
馬
な
ど
の
大
型
家
畜
の
所
有
数
と
の
間
に
は

正
の
相
関
関
係
が
見
ら
れ
る
。

　

同
村
で
は
、
脱
農
化
・
都
市
化
の
進
行
に
伴
っ
て
、
北
京
・
通
州

な
ど
の
都
市
部
へ
の
出
稼
ぎ
が
多
く
見
ら
れ
、
戦
時
期
に
も
棉
作
が

拡
大
（
穀
物
の
作
付
が
縮
小
）
し
た
た
め
に
、
食
糧
穀
物
が
不
足
す

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
自
家
消
費
用
の
甘
藷
の
作
付

を
増
や
す
と
と
も
に
、
玉
蜀
黍
・
豆
類
・
高
粱
・
粟
な
ど
の
自
作
穀

物
を
消
費
し
て
い
た
が
、
華
北
に
お
け
る
一
般
庶
民
の
主
食
と
な
っ

て
い
た
玉
蜀
黍
が
同
村
で
は
棉
花
に
つ
ぐ
換
金
作
物
で
も
あ
っ
た
。

し
か
も
、
全
体
と
し
て
自
給
食
糧
を
確
保
す
る
た
め
に
玉
蜀
黍
を
多

く
栽
培
し
て
い
た
が
、
大
経
営
ほ
ど
棉
作
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
経
営
面
積
五
〇
畝
以
下
層
で
は
雇
農
の
雇
用

は
極
め
て
少
な
く
、
大
経
営
ほ
ど
大
家
族
が
多
い
こ
と
か
ら
、
依
然

と
し
て
農
業
が
主
要
な
産
業
だ
っ
た
同
村
で
は
、
家
内
労
働
力
を
多

く
投
入
す
る
農
業
経
営
が
主
流
で
あ
り
、
農
業
を
本
業
と
し
て
農
業

経
営
を
家
計
の
主
軸
と
し
よ
う
と
す
る
農
家
が
多
数
存
在
し
、
商
品
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的
農
業
が
発
展
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
4
）　
宛
平
県
掛
甲
屯

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
一
〇
〇
戸
の
う
ち
、
同
村
生
ま
れ
の
戸
主
は

三
〇
人
に
す
ぎ
ず
、
一
人
の
不
明
を
除
く
、
残
り
の
六
四
人
は
村
外

か
ら
の
移
住
者
で
、
し
か
も
、
二
〇
年
以
内
の
移
住
者
が
半
数
近
く

の
四
九
人
に
も
達
し
、
移
住
者
六
四
人
の
う
ち
河
北
省
か
ら
の
移
住

者
が
最
多
の
二
六
人
で
、
北
京
城
内
と
北
京
市
近
郊
か
ら
の
移
住
者

が
二
四
人
な
ど
だ
っ
た）（（
（

。
こ
の
う
ち
、
前
者
の
二
六
人
は
農
村
部
か

ら
都
市
部
や
都
市
近
郊
農
村
部
へ
の
移
動
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後

者
の
二
四
人
は
都
市
部
か
ら
通
勤
可
能
な
都
市
近
郊
農
村
部
へ
の
移

動
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
一
〇
〇
戸
の
う
ち
、
農
家
は

わ
ず
か
九
戸
に
す
ぎ
ず
、
自
作
農
が
四
戸
（
そ
の
所
有
地
面
積
は
三

畝
が
二
戸
、
一
一
畝
が
一
戸
、
一
四
畝
が
一
戸
の
計
三
一
畝
）、
小
作
農

が
五
戸
（
そ
の
小
作
地
面
積
は
二
畝
が
一
戸
、
四
畝
が
一
戸
、
六
畝
が

二
戸
、
八
畝
が
一
戸
の
計
二
六
畝
）
で
、
以
上
の
九
戸
の
農
家
の
う
ち
、

稲
作
農
家
が
三
戸
、
高
粱
・
玉
蜀
黍
・
粟
な
ど
の
雑
穀
栽
培
農
家
が

六
戸
だ
っ
た
。
な
お
、
大
都
市
近
郊
農
村
に
お
け
る
都
市
化
の
一
現

象
で
あ
る
外
来
の
労
働
者
に
自
宅
の
空
部
屋
を
貸
す
家
が
一
〇
戸

あ
っ
た）（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
同
村
で
は
、
農
地
・
農
家
が
極
め
て
少
な

く
な
っ
て
お
り
、
脱
農
化
と
零
細
小
作
農
化
が
非
常
に
進
行
し
て
い

た
。

　

次
に
、
一
九
四
三
年
の
状
況
を
見
て
み
る
と
、
同
村
の
総
戸
数
は

一
九
二
六
年
の
約
一
一
〇
戸
か
ら
八
〇
戸
に
減
少
し
た
が
、
総
人
口

は
四
一
〇
人
（
一
九
二
六
年
は
一
〇
〇
戸
の
み
で
四
〇
六
人
だ
っ
た
か
ら
、

総
戸
数
約
一
一
〇
戸
で
は
約
四
四
〇
人
か
）
で
、
む
し
ろ
家
族
の
平
均

人
数
は
約
四
人
か
ら
約
五
人
へ
増
加
し
た
。
ま
た
、
同
村
生
ま
れ
の

戸
主
は
一
九
戸
に
す
ぎ
ず
、
六
一
戸
が
村
外
か
ら
の
移
住
者
で）（（
（

、
一

九
二
六
年
に
は
一
一
〇
戸
余
り
（
一
〇
〇
戸
の
う
ち
三
〇
戸
の
戸
主
が

同
村
の
生
ま
れ
）
い
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
年
足
ら
ず
の
間
に
半
分
以

上
の
住
民
が
入
れ
替
わ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
流
動
人
口

比
率
の
高
さ
は
農
村
の
都
市
化
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
旧
円
明
園
の
跡
地
が
開
墾
さ
れ
て
水
田
面
積
も
増
加
し
た

た
め
に
、
同
村
の
経
営
面
積
も
所
有
地
一
四
五
・
七
畝
と
小
作
地
一

三
三
・
四
畝
の
計
二
七
九
・
一
畝
に
増
加
し
、
こ
の
う
ち
六
〇
％
が

水
田
で
、
稲
の
作
付
け
が
五
五
・
七
％
を
占
め
、
こ
れ
に
二
五
・

一
％
の
玉
蜀
黍
が
つ
ぎ
、
農
家
数
は
一
九
二
六
年
の
九
戸
か
ら
一
七

戸
（
総
戸
数
の
二
一
％
）
に
増
加
し
た
が）（1
（

、
農
業
従
事
者
は
女
性
一

人
を
含
む
一
六
人
（
有
職
者
全
体
の
九
・
一
％
）
に
す
ぎ
ず
、
職
人
・

手
工
業
者
・
賃
金
労
働
者
な
ど
が
六
二
％
を
占
め
、
こ
れ
に
二
四
人
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の
公
務
員
、
二
一
人
の
商
業
関
係
者
が
つ
い
で
い
た）（（
（

。
一
方
、
村
外

へ
の
出
稼
ぎ
者
は
、
一
九
二
六
年
の
四
五
人
か
ら
三
八
人
に
減
少
し
、

戸
主
が
出
稼
ぎ
に
行
く
割
合
も
五
五
・
六
％
か
ら
三
六
・
八
％
に
減

少
し
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
調
査
報
告
書
で
は
、
同
村
は
「
流
動
性

減
少
的
方
向
」
に
向
か
っ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
が
、
三
八
人

の
村
外
出
稼
者
の
う
ち
政
府
機
関
で
働
く
者
が
一
〇
人
、「
僕
役
」

が
九
人
、
軍
・
警
察
が
各
々
三
人
で
、
そ
の
他
が
商
人
や
賃
金
労
働

者
だ
っ
た）（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
同
村
は
、
上
述
の
賃
貸
住
宅
も
含
め
て
、

都
市
部
へ
通
勤
す
る
た
め
の
住
宅
地
（
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
）
化
し
つ
つ

あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

表
（
─
（
か
ら
、
同
村
に
お
け
る
主
要
作
物
の
一
畝
当
た
り
の
生

産
量
を
比
較
し
て
み
る
と
、
稲
と
こ
れ
に
つ
ぐ
蓮
根
が
際
立
っ
て
高

く
、
高
粱
の
二
倍
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
こ
れ
に
豆
類
が

つ
い
で
い
た
。
な
お
、
同
村
民
の
主
食
は
玉
蜀
黍
と
高
粱
で
、
粟
は

価
格
が
や
や
高
い
の
で
、
こ
れ
を
主
食
と
す
る
者
が
少
な
く
、
多
く

の
農
家
は
稲
を
売
っ
て
雑
穀
を
購
入
し
て
い
た）（（
（

。
ま
た
、
同
村
に
お

け
る
主
要
な
換
金
作
物
が
稲
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
販
売
量
と
一
斤

当
た
り
の
販
売
価
格
が
他
の
作
物
を
圧
倒
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
が
、
稲
の
自
家
消
費
量
は
全
く
販
売
さ
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
玉
蜀
黍
よ
り
も
多
く
、
稲
の
半
分
近
く
ま
で
が
自
家
消
費
食

表 4 - 2　宛平県掛甲屯における各作物の生産量・販売量・消費量（単位：市斤）

作物 （畝当たりの生産量 指数 販売量（％） 自家消費量 （斤の販売価格

稲 （（（.（ （1（.（ （（,（（1（ （（.（） （（,（（（  （.1元
蓮根 （（（.（ （11.（ （,（11（（11　） ─  （.（元
豆類 （（（.（ （（（.（ （,（（1（ （（.（） （1（  （.1元
蔬菜 ─ ─ （（1（（11　） ─  1.（元
玉蜀黍 （（（.（ （（（.（ ─ （（,（（（  （.（元
高粱 （（（.（ （11 ─ （,（（（  （.（元
粟 （（（.（ （1（.（ ─ （（（  （.1元
小麦 （（（.（ （（1.（ ─ （,1（（  （.1元
棉花  （（.1  （（.（ ─ （1 （（.1元

典拠：『北京西郊掛甲屯家計調査─所員養成所学員練習調査報告─』（（頁表（（・（（頁表（（より作成。
ただし、蓮根については同書の（（頁表（（と（（頁表（（から算出した。



86

糧
と
し
て
手
当
て
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
小
麦
と
棉
花
は
、
全
く
販

売
さ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
抗
日
戦
争
前
に
は
高
価
な
小
麦
を

販
売
し
て
自
家
消
費
用
と
し
て
安
価
な
雑
穀
を
購
入
し
て
い
た
が
、

戦
時
期
に
は
食
糧
不
足
に
よ
っ
て
雑
穀
の
価
格
も
急
上
昇
し
た
た
め

に
、
小
麦
作
農
家
が
小
麦
を
販
売
せ
ず
に
自
家
消
費
す
る
よ
う
に

な
っ
た
山
東
省
の
農
村）（（
（

と
同
様
の
事
情
か
ら
、
掛
甲
屯
で
も
小
麦
が

全
く
販
売
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
斤
当
た
り

の
販
売
価
格
が
相
対
的
に
高
い
棉
花
に
つ
い
て
、
一
畝
当
た
り
の
生

産
量
を
比
較
し
て
み
る
と
、
稲
の
一
三
分
の
一
以
下
、
小
麦
の
七
分

の
一
以
下
、
豆
類
の
約
八
分
の
一
と
な
っ
て
お
り
、
換
金
作
物
と
し

て
の
稲
の
優
位
性
は
揺
る
が
な
い
。

　

表
（
─
（
を
見
て
み
る
と
、
経
営
面
積
に
お
い
て
最
上
位
の
二
戸

（
農
家
番
号
（1
・
（（
）
は
自
作
地
と
し
て
は
畑
の
み
を
所
有
し
、
そ
の

自
作
地
の
畑
よ
り
も
は
る
か
に
広
い
面
積
の
水
田
を
小
作
地
と
し
て

借
り
入
れ
て
い
る
小
自
作
農
で
あ
り
、
そ
の
小
作
地
の
水
田
で
は
販

売
目
的
の
稲
・
蓮
根
を
生
産
し
、
畑
で
は
自
家
消
費
用
の
雑
穀
を
生

産
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
村
で
主
要
な
換
金
作
物
で
あ
る
稲
を
作
付

け
て
い
る
の
は
全
農
家
の
半
数
以
下
の
八
戸
で
、
経
営
面
積
に
お
い

て
相
対
的
に
上
位
に
い
る
農
家
に
偏
在
し
て
い
る
が
、
稲
作
農
家
八

戸
の
う
ち
水
田
を
自
作
地
と
し
て
所
有
し
て
い
る
の
は
経
営
面
積
で

第
三
位
・
第
六
位
に
い
る
農
家
番
号
（（
・
（（
の
二
戸
の
み
で
、
と
も

に
自
作
農
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
戸
の
農
家
は
生
産
さ
れ
た
稲

の
中
に
自
家
消
費
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
可
能
性
が
高
い
。
特
に
、

農
家
番
号
（（
の
農
家
は
畑
を
所
有
せ
ず
、
自
家
消
費
食
糧
の
雑
穀
を

生
産
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
可
能
性
は
よ
り
一
層
高
く
な
る
。

一
方
、
農
家
番
号
（（
の
農
家
だ
け
が
自
家
消
費
用
の
棉
花
を
二
畝
作

付
け
て
い
る
が
、
山
西
省
農
村
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
か
ら
類
推

す
る
と
、
棉
花
の
作
付
は
販
売
目
的
で
は
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
）
（（
（

。

　

そ
し
て
、
こ
の
二
戸
以
外
に
も
自
作
農
は
八
戸
い
る
が
、
全
て
経

営
面
積
が
一
五
畝
以
下
の
零
細
農
で
あ
り
、
特
に
農
家
番
号
（（
・

（（
・
（（
・
（（
・
（（
・
（（
の
六
戸
は
経
営
面
積
が
四
畝
以
下
の
最
下
層

の
零
細
自
作
農
で
、
自
作
地
の
み
で
自
家
消
費
用
の
雑
穀
を
生
産
し

て
お
り
、
農
家
番
号
（（
の
農
家
は
経
営
面
積
が
五
畝
の
零
細
農
で
唯

一
の
小
作
農
で
、
小
作
地
の
畑
の
み
で
自
家
消
費
用
の
雑
穀
を
生
産

し
て
い
た
。
こ
れ
ら
七
戸
の
最
下
層
の
零
細
農
家
に
お
け
る
農
業
経

営
は
、
高
騰
す
る
食
糧
費
を
抑
制
す
る
た
め
に
自
家
消
費
食
糧
を
手

当
て
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
い
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
こ
の
統
計
表
で
は
、
自
作
地
の
水
田
が
計
四
六
畝
だ
っ
た
の

に
対
し
て
、
小
作
地
の
水
田
が
計
一
二
一
・
四
畝
に
も
達
し
て
い
な



87

が
ら
、
そ
の
地
主
が
ど
こ
に
居
住
す
る
誰
な
の
か
が
全
く
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
、
同
村
の
農
業
経
済
構
造
を
精
確
に
把
握
す
る
こ
と

を
困
難
に
し
て
い
る
。

　

な
お
、
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
四
三
年
に
は
、
農
家
戸
数
が
九
戸

か
ら
一
七
戸
へ
、
経
営
面
積
が
五
七
畝
か
ら
二
七
九
・
一
畝
へ
、
平

均
経
営
面
積
が
六
・
三
三
畝
か
ら
一
六
・
四
畝
へ
増
加
し
て
い
る
が
、

一
九
四
三
年
ま
で
に
開
墾
が
進
め
ら
れ
て
水
田
が
急
速
に
拡
大
し
た

こ
と
を
考
慮
し
て
、
畑
だ
け
を
見
て
み
る
と
一
九
四
三
年
の
平
均
経

営
面
積
は
六
・
五
畝
で
、
一
九
二
六
年
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
戦
時
期
に
は
農
家
戸
数
が
増
加
し
た
が
、
主
に
高
価
な

米
を
商
品
作
物
と
し
て
生
産
・
販
売
し
て
自
家
消
費
食
糧
と
し
て
安

価
な
雑
穀
類
を
購
入
し
て
い
た
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
分
析
を
通
し
て
、
民
国
期
北
京
市
近
郊
農
村
に
お
け
る
経

済
発
展
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

地
理
的
及
び
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
面
か
ら
見
て
、
概
し
て
大
都
市
に

近
接
す
る
農
村
ほ
ど
、
脱
農
化
が
進
行
す
る
と
と
も
に
、
農
業
経
営

に
お
い
て
は
零
細
農
化
が
進
行
し
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
農

村
部
か
ら
大
都
市
部
へ
の
労
働
力
の
移
動
と
並
行
し
た
動
き
で
も
あ

り
、
都
市
近
郊
農
村
か
ら
都
市
へ
通
勤
す
る
低
賃
金
労
働
者
の
創
出

を
可
能
に
す
る
食
糧
自
給
の
農
業
経
営
（
自
家
消
費
用
食
糧
穀
物
の

生
産
）
へ
の
移
行
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
都
市
近
郊
農
村
に

お
け
る
経
済
発
展
の
最
前
列
に
展
開
す
る
の
は
、
資
本
主
義
的
農
業

経
営
（
大
規
模
経
営
）
や
商
業
的
農
業
経
営
（
工
業
原
料
を
主
と
す
る

商
品
作
物
栽
培
）
で
は
な
く
、
都
市
部
に
お
け
る
低
賃
金
構
造
の
形

成
を
可
能
に
す
る
都
市
近
郊
農
村
の
自
家
消
費
食
糧
穀
物
生
産
を
主

と
す
る
零
細
自
作
農
経
営
だ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
農
業
が
主
要
な
産
業
で
あ
る
農
村
に
お
い
て
は
土

壌
・
気
候
（
と
り
わ
け
気
温
・
降
水
量
）
な
ど
の
自
然
的
条
件
が
重

要
な
要
因
を
な
す
こ
と
は
確
か
だ
が
、
農
業
経
済
が
農
村
経
済
の
中

で
占
め
る
位
置
が
低
下
す
る
に
伴
っ
て
、
主
因
と
し
て
の
位
置
も
低

下
す
る
。

　

そ
も
そ
も
、
近
現
代
北
京
市
近
郊
農
村
に
お
け
る
経
済
発
展
の
結

果
と
し
て
、
零
細
農
化
・
脱
農
化
・
都
市
化
が
進
行
し
て
き
た
こ
と

か
ら
見
る
と
、
農
村
部
の
農
村
経
済
と
都
市
部
の
都
市
経
済
に
大
別

し
て
、
農
村
経
済
と
都
市
経
済
が
質
的
に
全
く
異
な
る
二
重
経
済
構

造
を
形
成
し
て
い
た
と
理
解
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
農
村
経

済
の
発
展
と
都
市
経
済
の
発
展
と
は
連
続
し
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き
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で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
現
代
中
国
に
お
け
る
農
村
経
済
の
発
展
が

都
市
経
済
の
発
展
を
も
た
ら
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
都
市
部
の
拡
大

と
経
済
発
展
は
都
市
近
郊
農
村
の
経
済
的
発
展
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
て
い
た
部
分
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
（
）  

拙
稿
「
中
華
民
国
期
農
業
に
関
す
る
日
本
の
研
究
動
向
─
一
九

八
〇
年
代
以
降
の
研
究
を
中
心
と
し
て
─
」（『
近
き
に
在
り
て
』

第
二
四
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）・
同
「
農
業
史
」（
野
沢
豊
編

『
日
本
の
中
華
民
国
史
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
）・
同

「
民
国
期
中
国
の
農
村
経
済
史
」（『
近
き
に
在
り
て
』
第
五
九
号
、

二
〇
一
一
年
五
月
）・
同
「
農
村
経
済
史
」（
久
保
亨
編
『
中
国
経

済
史
入
門
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（
（
）  

拙
稿
「
近
現
代
中
国
農
村
経
済
史
分
析
の
新
た
な
枠
組
み
と
発

展
モ
デ
ル
の
提
示
」（『
金
沢
大
学
経
済
論
集
』
第
三
三
巻
第
二
号
、

二
〇
一
三
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（
）  

拙
稿
「
華
北
綜
合
調
査
研
究
所
の
刊
行
物
に
つ
い
て
」（『
近
代

中
国
研
究
彙
報
』
第
三
四
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
（
）  

満
鉄
北
支
経
済
調
査
所
（
相
良
典
夫
）『
食
糧
生
産
地
帯
農
村

に
於
け
る
農
業
生
産
関
係
並
に
農
産
物
商
品
化
─
河
北
省
石
門
地

区
農
村
実
態
調
査
報
告
─
』
満
鉄
調
査
研
究
資
料
第
八
十
七
編
・

北
支
調
査
資
料
第
四
十
六
輯
（
一
九
四
四
年
）
一
二
頁
。
ち
な
み

に
、『
河
北
省
昌
平
県
水
屯
村
調
査
報
告
』
資
料
第
二
十
二
号

（
財
団
法
人
華
北
食
糧
平
衡
倉
庫
、
一
九
四
五
年
）
三
〇
頁
に
よ

れ
ば
、
近
代
「
華
北
農
村
に
於
い
て
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
上

に
必
要
な
耕
地
面
積
を
一
戸
当
二
〇
畝
と
仮
定
」
し
て
い
る
。

（
（
）  

同
右
書
『
河
北
省
昌
平
県
水
屯
村
調
査
報
告
』
一
～
二
頁
。

（
（
）  

同
右
書
、
八
頁
。

（
（
）  

同
右
書
、
凡
例
。

（
（
）  

同
右
書
、
は
し
が
き
。

（
（
）  

同
右
書
、
二
八
頁
。

（
（1
）  

同
右
書
、
三
〇
頁
。

（
（（
）  

同
右
。

（
（（
）  

「
河
北
省
大
興
県
に
於
け
る
棉
作
と
食
糧
作
と
の
関
係
」（
大
東

亜
省
『
調
査
月
報
』
第
一
巻
第
七
号
、
一
九
四
三
年
七
月
）
五
七

～
五
八
頁
。
な
お
、「
本
資
料
は
北
京
大
使
館
報
告
（
昭
和
一
八

年
五
月
二
〇
日
、
北
大
資
料
簡
報
第
六
十
九
号
─
経
済
第
三
十
四

号
）」
で
あ
る
と
い
う
。

（
（（
）  

華
北
交
通
株
式
会
社
『
河
北
省
大
興
県
前
高
米
店
村
調
査
報
告

書
』（
一
九
四
五
年
五
月
）
八
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
三
〇
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
四
〇
頁
。

（
（（
）  

注（
（1
）に
同
じ
。

（
（（
）  

『
北
支
那
に
於
け
る
棉
作
地
農
村
事
情
（
河
北
省
通
県
小
街

村
）』
北
支
経
済
資
料
第
十
三
輯
（
満
鉄
天
津
事
務
所
調
査
課
、

一
九
三
六
年
）
一
～
二
頁
。

（
（（
）  

注（
（1
）に
同
じ
。
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（
（（
）  

前
掲
書
『
北
支
那
に
於
け
る
棉
作
地
農
村
事
情
（
河
北
省
通
県

小
街
村
）』
四
頁
。

（
（1
）  
同
右
書
、
二
六
頁
。

（
（（
）  
同
右
書
、
三
一
頁
・
四
一
～
四
三
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
四
二
～
四
四
頁
。

（
（（
）  

前
掲
書
『
北
支
那
に
於
け
る
棉
作
地
農
村
事
情
（
河
北
省
通
県

小
街
村
）』
六
八
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
二
六
頁
。
な
お
、
王
玉
茹
・
燕
紅
忠
（
崔
蘭
英
訳
）

「
中
国
近
代
の
家
族
規
模
に
関
す
る
分
析
」（
中
村
哲
編
著
『
一
九

三
〇
年
代
の
東
ア
ジ
ア
経
済　

東
ア
ジ
ア
資
本
主
義
形
成
史
Ⅱ
』

日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
）
九
七
頁
に
よ
れ
ば
、
民
国
期
中
国

の
家
族
規
模
は
五
・
三
～
五
・
五
人
の
間
に
あ
る
と
い
う
。

（
（（
）  

『
北
京
西
郊
掛
甲
屯
家
計
調
査
─
所
員
養
成
所
学
員
練
習
調
査

報
告
─
』（
華
北
綜
合
調
査
研
究
所
、
一
九
四
四
年
）
一
頁
。

（
（（
）  

李
景
漢
『
北
平
郊
外
之
郷
村
家
庭
』（
中
華
教
育
文
化
基
金
董

事
会
社
会
調
査
部
、
一
九
二
九
年
）。『
北
京
西
郊
掛
甲
屯
家
計
調

査
─
所
員
養
成
所
学
員
練
習
調
査
報
告
─
』（
華
北
綜
合
調
査
研

究
所
、
一
九
四
四
年
）。
な
お
、
前
書
の
う
ち
掛
甲
屯
に
関
す
る

部
分
を
邦
訳
し
た
も
の
が
、
佐
々
木
衛
編
・
解
説
（
南
裕
子
訳
）

『
李
景
漢
・
喬
啓
明
・
毛
沢
東　

中
国
の
家
庭
・
郷
村
・
階
級
』

社
会
学
調
査
研
究
全
書
（（
（
文
化
書
房
博
文
社
、
一
九
九
八
年
）

に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
書
は
前
書
の
調
査
手
法
な
ど
を

参
考
に
し
て
調
査
が
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
（（
）  

前
掲
書
『
北
平
郊
外
之
郷
村
家
庭
』
二
頁
・
一
七
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
序
言
三
頁
。
な
お
、
同
村
は
乾
隆
年
間
に
非
常
に
繁

栄
し
、
多
く
の
商
店
が
あ
っ
た
が
、
ア
ロ
ー
戦
争
と
義
和
団
事
件

以
降
は
衰
退
し
、
一
九
二
六
年
に
は
食
品
店
・
石
炭
店
が
各
一
軒
、

小
雑
貨
店
・
小
薬
局
が
各
二
軒
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

（
同
書
九
頁
）。

（
（（
）  

前
掲
書
『
食
糧
生
産
地
帯
農
村
に
於
け
る
農
業
生
産
関
係
並
に

農
産
物
商
品
化
─
河
北
省
石
門
地
区
農
村
実
態
調
査
報
告
─
』
一

二
頁
。

（
（1
）  

前
掲
書
『
河
北
省
昌
平
県
水
屯
村
調
査
報
告
』
は
し
が
き
。

（
（（
）  

同
右
書
、
二
七
～
二
八
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
二
四
～
二
五
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
二
五
～
二
六
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
三
〇
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
二
八
～
四
〇
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
五
三
～
五
六
頁
。

（
（（
）  

前
掲
書
『
河
北
省
大
興
県
前
高
米
店
村
調
査
報
告
書
』
二
六
～

二
八
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
二
九
頁
・
八
五
～
八
六
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
八
五
～
八
六
頁
。

（
（1
）  

同
右
書
、
一
〇
〇
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
七
九
頁
・
八
二
～
八
三
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
八
〇
頁
・
八
三
頁
。

（
（（
）  

前
掲
書
『
北
支
那
に
於
け
る
棉
作
地
農
村
事
情
（
河
北
省
通
県

小
街
村
）』
一
四
〇
～
一
四
二
頁
。

（
（（
）  
同
右
書
、
一
五
六
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
二
四
四
頁
・
二
四
六
～
二
四
七
頁
。
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（
（（
）  

同
右
書
、
一
四
四
～
一
四
五
頁
。

（
（（
）  

前
掲
書
『
北
平
郊
外
之
郷
村
家
庭
』
一
一
～
一
二
頁
。

（
（（
）  
同
右
書
、
三
四
頁
。

（
（（
）  
前
掲
書
『
北
京
西
郊
掛
甲
屯
家
計
調
査
─
所
員
養
成
所
学
員
練

習
調
査
報
告
─
』
九
頁
・
一
一
頁
。

（
（1
）  

同
右
書
、
三
四
～
三
六
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
二
二
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
二
四
～
二
六
頁
。

（
（（
）  

同
右
書
、
五
三
頁
。

（
（（
）  

拙
稿
「
日
中
戦
争
期
山
東
省
に
お
け
る
食
糧
事
情
と
農
村
経
済

構
造
の
変
容
」（
東
洋
文
庫
『
東
洋
学
報
』
第
九
二
巻
第
二
号
、

二
〇
一
〇
年
七
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
）  

拙
稿
「
華
北
農
村
訪
問
調
査
報
告（
（
）─
二
〇
一
一
年
八
月
、

山
西
省
の
農
村
─
」（『
金
沢
大
学
経
済
論
集
』
第
三
二
巻
第
二
号
、

二
〇
一
二
年
三
月
）。
子
供
の
結
婚
の
準
備
と
し
て
新
し
い
布
団

や
服
の
中
入
れ
綿
を
確
保
す
る
必
要
か
ら
棉
花
を
栽
培
し
た
と
い

う
（
一
八
一
頁
）。

（
べ
ん
の
う
　
さ
い
い
ち
・
金
沢
大
学
人
間
社
会
研
究
域

経
済
学
経
営
学
系
教
授
）


